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先
日
来
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

関
す
る
資
料
が
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
山
の
よ

う
に
送
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
想
定
外

の
こ
と
な
の
で
仕
方
が
な
い
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
が
、
当
園
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
が

旧
式
な
の
で
、
ロ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー
が
途

中
で
な
く
な
る
と
い
う
緊
急
事
態
が
起

き
ま
し
た
。
危
機
管
理
が
な
っ
て
な
い

こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
て
い
ま
す
。
第

二
波
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
来
る
ま
で

に
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
も
含
め
て

何
と
か
し
た
い
と
〝
走
り
な
が
ら
前
向

き
に
〞
考
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
少
子
高
齢
化
を
迎
え
、

幼
稚
園
児
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
の
学
校
基
本
調
査
に
よ
れ

ば
、
平
成
二
十
年
五
月
現
在
の
私
立
幼

稚
園
の
園
児
数
は
百
三
十
四
万
九
千
二

百
三
十
九
人
で
、五
年
前
と
比
較
す
る
と
、

四
万
三
千
四
百
人
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
立
幼
稚
園
の
平
均
園
児
数
も
百

人
以
下
の
と
こ
ろ
が
六
県
も
あ
り
ま
す
。

特
に
地
方
の
私
立
幼
稚
園
は
、
預
か
り
保

育
や
未
就
園
児
の
体
験
入
園
を
行
な
い
た

く
て
も
担
当
職
員
の
人
件
費
が
捻
出
で
き

ず
に
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

国
は
、
少
子
化
対
策
と
し
て
、
認
定
こ

ど
も
園
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
子

育
て
支
援
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す

が
、
小
規
模
幼
稚
園
は
財
政
的
に
ゆ
と
り

が
な
い
の
で
、
な
か
な
か
実
施
で
き
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

い
っ
た
ん
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
手
を
出

し
た
ら
、
後
戻
り
で
き
な
い
先
の
見
え
な

い
ト
ン
ネ
ル
に
入
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
不
安
を
訴
え
る
園
長
先
生
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

五
月
半
ば
、
秋
田
に
向
か
う
た
め
に
、

秋
田
新
幹
線
を
利
用
し
ま
し
た
。
途
中
、

新
緑
が
ま
ぶ
し
く
心
地
よ
か
っ
た
の
で
す

が
、
大
曲
を
過
ぎ
る
と
列
車
が
後
ろ
向
き

に
走
り
出
し
、
景
色
が
後
ろ
か
ら
前
に

移
っ
て
い
く
様さ

ま

に
一
瞬
、
不
思
議
な
感
覚

に
な
り
ま
し
た
。
同
じ
景
色
な
の
に
、
見

方
が
変
わ
れ
ば
違
っ
て
見
え
る
と
い
う
こ

と
は
、
幼
稚
園
も
保
育
所
も
同
じ
に
見
え

る
人
が
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

そ
の
数
日
前
に
、
東
京
で
委
員
会
が
あ

り
、
い
ろ
い
ろ
議
論
し
て
い
る
中
で
、
あ

る
園
長
先
生
が
「
後
ろ
向
き
に
進
む
し
か

な
い
ね
」
と
冗
談
と
も
本
音
と
も
受
け
取

れ
る
発
言
を
し
た
こ
と
を
ふ
と
思
い
出

し
、「
後
ろ
向
き
に
進
む
」
と
い
う
こ
と

は
こ
の
こ
と
か
と
ヘ
ン
に
納
得
し
た
旅

に
な
り
ま
し
た
。

幼
稚
園
の
生
活
の
中
で
も
、
教
師
が

後
ろ
向
き
に
な
っ
て
、
子
ど
も
の
顔
を

見
な
が
ら
歩
い
て
い
る
の
を
見
か
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
も
教
師
も

安
心
で
き
る
体
形
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
姿
を
見
る
と
、
リ
ー

ダ
ー
た
る
者
、
時
に
は
、
周
り
を
し
っ

か
り
見
な
が
ら
、
急
が
ず
、
あ
わ
て
ず
、

十
年
先
、
二
十
年
先
を
見
越
し
て
行
動

す
る
こ
と
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と

反
省
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

走
る
列
車
の
中
で
後
ろ
向
き
に
座
っ

て
の
寄
稿
に
な
り
ま
し
た
。

視
点

後
ろ
向
き
に
進
む
と
は
？村

山 

十
五
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平
成
二
十
一
年
度
の
定
時
総
会
は
五
月

二
十
七
日
、
東
京
・
私
学
会
館
に
お
い
て
、

全
国
か
ら
参
加
し
た
評
議
員
百
五
十
二
人

（
委
任
状
二
十
八
人
）
が
出
席
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

香
川
敬
副
会
長
の
開
会
の
言
葉
に
続
い

て
、
吉
田
敬
岳
会
長
か
ら
「
会
長
就
任
以

来
一
年
が
経
過
し
た
。
子
ど
も
が
豊
か
に

育
つ
環
境
づ
く
り
を
継
続
し
て
推
進
し
た

い
。
よ
う
や
く
内
外
に
私
立
幼
稚
園
の
担

う
責
務
の
重
要
性
を
一
段
と
ご
理
解
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
、
今
こ
そ
組
織
を
あ
げ

て
幼
児
教
育
の
本
質
を
展
開
す
る
時
」
と

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
・
塩
谷

立
衆
議
院
議
員
、
幼
児
教
育
議
員
連
盟
顧

問
・
町
村
信
孝
衆
議
院
議
員
の
ご
臨
席
を

賜
り
、
幼
児
教
育
の
重
要
性
に
鑑
み
私
学

幼
児
教
育
団
体
と
し
て
一
層
の
精
進
を
と

の
言
葉
と
、
併
せ
て
、
こ
こ
数
日
の
動
き

と
し
て
政
府
の
安
心
社
会
実
現
会
議
に
お

け
る
厚
生
労
働
省
の
分
割
再
編
に
か
か
る

報
道
等
の
中
で
、
幼
保
一
元
化
が
取
り
ざ

た
さ
れ
て
い
る
が
、
拙
速
な
対
応
は
な
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
過
度
な
心
配
は
さ
れ

ま
せ
ん
よ
う
に
と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

審
議
に
先
立
ち
、
全
日
私
幼
連
顧
問
の

三
浦
貞
子
前
会
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
長
年
の
全
日
私
幼
連
会
長

と
し
て
の
ご
功
労
に
対
し
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
幼
児
教
育
実
践

者
表
彰
が
行
な
わ
れ
、
本
年
度
は
、
武
田

潤
子
先
生
（
山
梨
県
・
市
川
南
幼
稚
園
）

が
優
れ
た
教
育
実
践
者
と
し
て
表
彰
の
栄

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
長
選
出
が
あ
り
、
小
林
研

介
氏
（
栃
木
・
呑
竜
幼
稚
園
）
と
黒
田
秀

樹
氏
（
福
岡
・
き
ら
き
ら
星
幼
稚
園
）
を

選
出
。
地
区
代
表
と
し
て
十
二
人
の
議
事

運
営
委
員
が
紹
介
さ
れ
、
議
事
運
営
委
員

長
の
入
谷
幸
二
氏
（
東
京
・
徳
持
幼
稚
園
）

か
ら
、
総
会
成
立
の
確
認
、
議
案
と
議
事

進
行
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
議

事
録
署
名
人
に
関
章
信
氏
（
福
島
・
め
ば

え
幼
稚
園
）、
樫
村
文
夫
氏
（
香
川
・
の

ぞ
み
幼
稚
園
）
を
選
出
し
て
議
事
に
入
り

ま
し
た
。

第
一
号
議
案
：
全
日
私
幼
連
会
則
改
正

の
件
が
上
程
さ
れ
、
藤
本
明
弘
総
務
委
員

長
か
ら
、
認
定
こ
ど
も
園
対
策
委
員
会
の

設
置
に
伴
う
改
正
の
趣
旨
及
び
改
正
案
が

説
明
さ
れ
原
案
を
議
決
し
ま
し
た
。

第
二
号
議
案
：
平
成
二
十
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
承
認
の
件
に
つ
い
て
は
、

各
委
員
長
か
ら
事
業
報
告
が
示
さ
れ
た
ほ

か
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
公
益
法
人
制
度
改

革
、
幼
保
制
度
検
討
、
こ
ど
も
の
豊
か
な

環
境
、
Ｉ
Ｔ
）
の
各
座
長
か
ら
報
告
が
あ

全
日
私
幼
連
の
会
議

全
日
私
幼
連
の
会
議

全
日
私
幼
連
の
会
議
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り
ま
し
た
。
続
い
て
藤
本
総
務
委
員
長
、

西
谷
正
文
総
務
副
委
員
長
か
ら
収
支
決
算

報
告
が
行
な
わ
れ
、
監
査
報
告
が
北
川
定

行
監
事
か
ら
、
厳
正
・
正
確
に
処
理
さ
れ

て
い
る
報
告
が
あ
り
、
第
二
号
議
案
は
満

場
一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案
：
平
成
二
十
一
年
度
事
業

計
画
案
・
収
支
予
算
案
承
認
の
件
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
事
業
計
画
趣
旨
と
重
点
七
項

目
の
説
明
を
吉
田
会
長
が
述
べ
ら
れ
、
続

い
て
各
委
員
会
の
活
動
内
容
を
各
委
員
長

が
上
程
し
、
収
支
予
算
案
は
藤
本
総
務
委

員
長
、
西
谷
総
務
副
委
員
長
か
ら
説
明
が

あ
り
、
原
案
を
承
認
可
決
し
ま
し
た
。

第
四
号
議
案
：
こ
ど
も
の
豊
か
な
環
境

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
藤
本
明
弘

こ
ど
も
の
豊
か
な
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
座

長
か
ら
趣
旨
説
明
が
あ
り
、
今
後
継
続
し

た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
意
見

や
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
審
議
の
結

果
、
議
決
を
挙
手
採
決
の
方
法
で
行
な
う

こ
と
が
諮
ら
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
会
一

致
で
原
案
が
承
認
可
決
さ
れ
事
業
を
推
進

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

報
告
事
項
と
し
て
、
㈶
全
日
私
幼
研
究

機
構
の
田
中
雅
道
副
理
事
長
、
東
重
満
研

究
研
修
委
員
長
、
野
澤
達
也
調
査
広
報
委

員
長
か
ら
、
平
成
二
十
年
度
の
事
業
執
行

状
況
と
新
年
度
の
方
向
性
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

最
後
に
尾
上
正
史
副
会
長
の
閉
会
の
言

葉
で
終
了
し
ま
し
た
。

■
総
務
委
員
会　

委
員
長
＝
藤
本
明
弘
、

副
委
員
長
＝
水
谷
豊
三
、
西
谷
正
文
、
委

員
＝
棟
方
重
幸
、
船
岡
芳
英
、
矢
代
公
明
、

丸
山
征
、
水
田
泰
賢
、
原
孝
枝
、
松
山
勝
、

三
木
隆
朋
、
委
員
会
＝
十
回
開
催

平
成
二
十
年
度
は
、
①
拡
大
正
副
会
長

副
理
事
長
・
委
員
長
会
を
、
常
任
理
事
会
、

理
事
会
前
に
開
催
し
、
㈶
全
日
本
私
立
幼

稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構
及
び
各
委
員
会

の
活
動
状
況
報
告
な
ら
び
に
情
報
交
換
を

行
な
っ
た
。
②
特
別
会
計
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
、
平
成
二
十
三
年
度
よ
り
の

改
正
に
向
け
、
特
別
会
費
の
名
称
変
更
を

行
な
っ
た
。
③
会
務
執
行
上
、
一
般
会
計

予
算
・
特
別
会
計
予
算
の
補
正
を
行
な
っ

た
。
④
Ｊ
Ｋ
保
険
の
内
容
を
検
討
し
、
加

入
促
進
に
努
め
た
。
⑤
公
益
法
人
制
度
改

革
に
関
し
て
検
討
し
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会
に
報
告
し
た
。
⑥
岩
手
・
宮
城
内

陸
地
震
に
よ
る
災
害
見
舞
金
を
特
別
会
計

よ
り
支
給
し
た
。
⑦
ミ
ャ
ン
マ
ー
大
型
サ

イ
ク
ロ
ン
及
び
中
国
四
川
省
大
地
震
で
被

害
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
義
捐

金
活
動
を
行
な
い
、
活
動
報
告
を
私
幼
時

報
な
ら
び
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
行
な
っ

た
。

【
具
体
的
活
動
内
容
】

1
．
会
議
の
開
催
／
⑴
定
時
総
会
5
月
28

日
東
京
・
私
学
会
館
（
出
席
者
百
二
十
四

人
）
⑵
理
事
会
4
月
6
日
東
京
・
私
学
会

館:

臨
時
（
出
席
者
五
十
人
）
5
月
8
日

東
京
・
私
学
会
館
（
出
席
者
五
十
五
人
）

9
月
25
日
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

（
出
席
者
五
十
八
人
）
1
月
27
日
東
京
・

私
学
会
館:

合
同
（
出
席
者
五
十
八
人
）

3
月
5
日
東
京
・
私
学
会
館
（
出
席
者
五

十
一
人
）⑶
常
任
理
事
会
4
月
23
日
東
京
・

私
学
会
館
（
出
席
者
二
十
八
人
）
5
月
8

日
東
京
・
私
学
会
館
（
出
席
者
二
十
三
人
）

6
月
10
日
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

（
出
席
者
二
十
人
）
9
月
2
日
東
京
・
私

学
会
館
（
出
席
者
二
十
六
人
）
9
月
25
日

東
京
・
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス:

緊
急
（
出

席
者
二
十
七
人
）
11
月
28
日
東
京
・
東
京

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
出
席
者
二
十
八
人
）

2
月
25
日
東
京
・
私
学
会
館
（
出
席
者
二

十
五
人
）
⑷
団
体
長
会
9
月
25
日
東
京
・

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス:

緊
急
（
出
席
者

四
十
四
人
）
12
月
18
日
東
京
・
グ
ラ
ン
ド

ヒ
ル
市
ヶ
谷
（
出
席
者
四
十
五
人
）
1
月

27
日
東
京
・
私
学
会
館:

合
同
（
出
席
者

四
十
二
人
）
⑸
監
査
会
4
月
22
日
東
京
・

全
日
私
幼
連
事
務
局
（
出
席
者
十
人
）
11

月
20
日
東
京
・
全
日
私
幼
連
事
務
局
（
出

席
者
七
人
）

2
．
関
係
団
体
と
の
連
絡
／
⑴
内
閣
府
：

男
女
共
同
参
画
推
進
連
携
会
議
／
委
員
・

吉
田
敬
岳
、
認
定
こ
ど
も
園
制
度
の
在
り

方
に
関
す
る
検
討
会
／
委
員
・
吉
田
敬
岳

⑵
文
部
科
学
省
：
私
学
共
済
年
金
研
究
会

／
協
力
者
・
入
谷
幸
二
、
中
央
教
育
審
議

会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
幼
児
教
育
部
会

／
臨
時
委
員
・
北
條
泰
雅
、
中
央
教
育
審

議
会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
教
員
養
成
部

会
／
臨
時
委
員
・
北
條
泰
雅
、
特
別
支
援

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
会
／
委

員
・
田
中
泰
行
、
幼
稚
園
に
お
け
る
学
校

評
価
の
推
進
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者

会
議
／
委
員
・
田
中
雅
道
、「
体
力
向
上

の
基
礎
を
培
う
た
め
の
幼
児
期
に
お
け
る

実
践
活
動
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研

究
」
調
査
研
究
協
議
会
／
委
員
・
小
林
研

介
⑶
厚
生
労
働
省
：
児
童
虐
待
防
止
対
策

協
議
会
／
委
員
・
吉
田
敬
岳
、
児
童
虐
待
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防
止
対
策
協
議
会
幹
事
会
／
幹
事
・
富
永

栄
一
⑷
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業

団
：
共
済
運
営
委
員
会
／
委
員
・
藤
本
明

弘
、共
済
年
金
制
度
研
究
委
員
会
／
委
員
・

入
谷
幸
二
⑸
私
学
研
修
福
祉
会
：
常
務
理

事
・
安
家
周
一
、
理
事
・
前
田
邦
光
、
評

議
員
・
藤
本
明
弘
⑹
全
私
学
連
合
：
代
表

者
会
議
／
委
員
・
吉
田
敬
岳
、
香
川
敬
、

村
山
十
五
、
尾
上
正
史
、
予
算
対
策
委
員

会
／
委
員
・
吉
田
敬
岳
、
香
川
敬
、
前
田

邦
光
、村
山
十
五
、安
家
周
一
、尾
上
正
史
、

藤
本
明
弘
、
田
中
辰
実
⑺
全
国
私
立
学
校

審
議
会
連
合
会
：
副
会
長
・
吉
田
敬
岳
⑻

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
：
評
議
員
・
吉
田
敬

岳
⑼
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｐ
日
本
委
員
会
：
理
事
・
吉

田
敬
岳
⑽
日
本
防
火
協
会
：
評
議
員
・
関

口
次
雄
⑾
健
康
・
体
力
づ
く
り
事
業
団
：

健
や
か
生
活
習
慣
国
民
運
動
準
備
会
議
／

委
員
・
北
條
泰
雅

3
．
役
員
出
張
／
各
地
区
の
研
修
会
や
地

区
会
・
都
道
府
県
団
体
に
役
職
員
が
出
張

し
た
。

4
．
表
彰
事
業
／
⑴
永
年
勤
続
表
彰
：
四

十
年
以
上
の
設
置
者
・
園
長
四
十
九
人
、

教
職
員
三
十
七
人
。
三
十
年
以
上
の
設
置

者
・
園
長
八
十
八
人
、
教
職
員
二
百
七
人
。

二
十
年
以
上
の
設
置
者
・
園
長
四
十
七
人
、

教
職
員
三
百
三
十
九
人
の
合
計
七
百
六
十

七
人
。
⑵
幼
児
教
育
実
践
者
表
彰
：
山
梨

県
＝
武
田
潤
子
・
市
川
南
幼
稚
園
。
以
上

一
人
。

5
．
全
日
私
幼
連
要
覧
の
作
製
／
二
〇
〇

九
年
版
の
要
覧
（
Ｖ
ｏ
ｌ
・
22
）
を
作
製

し
、
全
加
盟
園
に
配
布
し
た
。

6
．
保
険
・
福
利
厚
生
に
関
す
る
事
項
／

全
日
私
幼
連
保
険
制
度
の
理
解
を
深
め
、

そ
の
充
実
と
加
入
促
進
を
図
り
実
績
を
あ

げ
た
。

7
．
推
薦
、
協
力
、
後
援
／
推
薦
＝
①
平

成
二
十
年
度
版
・
た
の
し
い
な
つ
や
す
み

（
チ
ャ
イ
ル
ド
本
社
）
②
平
成
二
十
年
度

版
・
な
つ
の
お
と
も
だ
ち
（
フ
レ
ー
ベ
ル

館
）
③
映
画
「
そ
れ
い
け
ア
ン
パ
ン
マ
ン

妖
精
リ
ン
リ
ン
の
ひ
み
つ
」（
フ
レ
ー
ベ

ル
館
）
／
協
力
＝
①
平
成
二
十
一
年
度
第

六
十
三
回
児
童
福
祉
週
間（
厚
生
労
働
省
）

／
後
援
＝
①
学
校
保
健
、
保
険
活
動
セ
ミ

ナ
ー
（
日
本
教
育
新
聞
社
）
②
第
二
回
ビ

ル
メ
ン
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
（
全
国

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
）
③
第
三
回
香

川
県
私
学
振
興
大
会
（
香
川
県
私
立
中
学

高
等
学
校
保
護
者
会
）
④
第
二
十
四
回
全

国
硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル
（
毎
日
新
聞
社
）
⑤

第
二
十
九
回
全
国
歯
科
保
健
大
会
（
厚
生

労
働
省
）
⑥
第
十
三
回
保
育
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
講
座
（
明
治
安
田
こ
こ
ろ
の
健
康

財
団
）
⑦
子
ど
も
の
虐
待
防
止
推
進
全
国

フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
し
が
（
厚
生
労
働
省
）

⑧
こ
ど
も
環
境
管
理
士
資
格
試
験
（
日
本

生
態
系
協
会
）
⑨
第
二
十
一
回
毎
日
ひ
ら

が
な
・
か
き
か
た
コ
ン
ク
ー
ル
（
毎
日
新

聞
社
）
⑩
第
八
回
保
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
明

治
安
田
こ
こ
ろ
の
健
康
財
団
）
⑪
第
四
十

二
回
全
国
子
ど
も
会
育
成
中
央
会
議
・
研

究
大
会
（
全
国
子
ど
も
会
連
合
会
）
⑫
平

成
二
十
一
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

（
国
土
交
通
省
）
⑬
こ
こ
ろ
を
育
む
総
合

フ
ォ
ー
ラ
ム 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
教
育
財
団
）
⑭
第
五
十
八
回
全
国

幼
児
教
育
研
究
大
会
（
全
国
幼
児
教
育
研

究
協
会
）
⑮
全
国
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
・
コ

ン
ク
ー
ル
二
〇
〇
九（
日
本
生
態
系
協
会
）

⑯
第
三
回
子
ど
も
身
体
発
達
運
動
指
導
士

資
格
認
定
講
習
会
（
日
本
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
協
会
）

■
政
策
委
員
会　

委
員
長
＝
田
中
辰
実
、

副
委
員
長
＝
増
田
修
一
、
入
谷
幸
二
、
委

員
＝
金
沢
友
治
、
滝
田
昌
孝
、
木
嶋
浩
史
、

磯
哲
也
、
伊
藤
徳
久
、
山
口
繁
美
、
徳
本

達
之
、
濱
名
浩
、
立
山
貴
史
、
委
員
会
＝

八
回
開
催

平
成
二
十
年
度
は
、
は
じ
め
て
教
育
振

興
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
幼
児
期
に
お

け
る
教
育
の
重
要
性
や
私
立
学
校
の
振
興

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
経
済
財

政
の
基
本
方
針
二
〇
〇
八
で
は
引
き
続
き

幼
児
教
育
の
無
償
化
が
盛
り
込
ま
れ
る
な

ど
、
私
立
幼
稚
園
に
と
っ
て
大
き
な
推
進

力
と
な
り
得
る
動
き
が
あ
っ
た
。さ
ら
に
、

認
定
こ
ど
も
園
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策

の
行
動
計
画
改
定
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
め
ま
ぐ
る
し
く
動
い
た
年
で
あ
っ
た
。

政
府
予
算
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
私

学
助
成
マ
イ
ナ
ス
一
％
と
い
う
厳
し
い

シ
ー
リ
ン
グ
の
中
で
の
振
興
活
動
と
な
っ

た
が
、
正
副
会
長
、
政
策
委
員
会
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
私
立
高
等

学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助
、
幼
稚
園
就

園
奨
励
費
補
助
と
も
に
増
額
と
な
っ
た
。

特
に
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
に
つ
い
て

は
、
近
年
に
例
を
見
な
い
六
・
二
％
の
増

額
と
と
も
に
幼
児
教
育
の
無
償
化
へ
の
第

一
歩
と
し
て
第
三
子
以
降
の
保
護
者
負
担

率
〇
・
〇
が
実
現
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
地

方
交
付
税
措
置
額
に
つ
い
て
も
三
・
〇
％

増
と
い
う
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。
重
ね
て
、
補
正
予
算
に
よ
り
、

耐
震
化
の
促
進
、
安
心
こ
ど
も
基
金
、
ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付
金
な
ど
が
措

置
さ
れ
た
。

し
か
し
、
急
速
に
進
む
少
子
化
に
と
も

な
い
依
然
と
し
て
私
立
幼
稚
園
の
状
況
は
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厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
無
償
化
へ
の
取
り

組
み
、
少
子
化
対
策
に
お
け
る
私
立
幼
稚

園
の
位
置
づ
け
、
認
定
こ
ど
も
園
の
動
向

な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
子
ど
も
の

最
善
の
利
益
の
た
め
に
も
、
政
府
、
国
会

に
対
し
て
幼
児
教
育
の
重
要
性
を
広
く
訴

え
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

【
具
体
的
活
動
内
容
】

1
．
私
立
幼
稚
園
の
振
興
に
関
す
る
事
項

／
⑴
自
民
党
幼
児
教
育
議
員
連
盟
へ
要
望

⑵
文
部
科
学
大
臣
へ
要
望
⑶
文
部
科
学
省

と
協
議
・
要
望
⑷
第
二
十
三
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
全

国
大
会
〔
11
月
19
日
、
来
賓
約
三
百
人
、

参
加
者
約
一
千
二
百
人
〕
⑸
総
務
大
臣
へ

要
望

2
．
私
立
幼
稚
園
の
政
策
推
進
に
関
す
る

事
項
／
⑴
幼
児
教
育
議
員
連
盟
総
会
〔
11

月
27
日
〕
⑵
自
民
党
幼
児
教
育
小
委
員
会

ヒ
ア
リ
ン
グ
〔
3
月
27
日
〕
⑶
文
部
科
学

省
・
今
後
の
幼
児
教
育
の
振
興
方
策
に
関

す
る
研
究
会
〔
3
月
3
日
〕
⑷
情
報
提
供

①
幼
児
教
育
の
無
償
化
②
教
育
振
興
基
本

計
画
③
中
央
教
育
審
議
会
④
認
定
こ
ど
も

園
⑤
次
世
代
育
成
支
援
対
策

3
．
関
係
団
体
、
組
織
に
関
す
る
事
項
／

⑴
全
私
学
連
合〔
私
学
振
興
協
議
会
ほ
か
〕

⑵
第
二
十
三
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
大
会
〔
11
月

19
日
、
記
念
講
演
／
坂
東
眞
理
子
・
昭
和

女
子
大
学
学
長
〕

4
．
事
業
な
ら
び
に
活
動
に
関
す
る
事
項

／
⑴
第
一
回
都
道
府
県
政
策
担
当
者
会
議

〔
10
月
7
日
、
東
京
都
千
代
田
区
、
出
席

九
十
一
人
〕
講
演
／
末
宗
徹
郎
・
総
務
省

自
治
財
政
局
調
整
課
長
、
濵
谷
浩
樹
・
文

部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課

長
、
白
間
竜
一
郎
・
文
部
科
学
省
高
等
教

育
局
私
学
部
私
学
助
成
課
長
⑵
第
二
十
四

回
設
置
者
・
園
長
全
国
研
修
大
会
〔
11
月

10
日
・
11
日
、
宮
城
県
仙
台
市
〕
研
究
講

座
（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

■
教
育
研
究
委
員
会　

委
員
長
＝
東
重

満
、
副
委
員
長
＝
亀
ヶ
谷
忠
宏
、
安
達
譲
、

黒
田
秀
樹
、
関
章
信
、
四
ッ
釡
雅
彦
、
風

間
一
郎
、
田
中
泰
行
、
足
利
静
子
、
宮
下

友
美
惠
、
齋
藤
善
郎
、
松
下
瑞
應
、
中
邑

隆
哉
、
後
藤
和
文
、
委
員
会
＝
二
十
四
回

開
催教

育
研
究
委
員
会
が
担
当
し
て
き
た
事

業
は
、
平
成
十
八
年
度
以
降
、
㈶
全
日
本

私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構
・
研
究

研
修
委
員
会
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

【
具
体
的
活
動
内
容
】

1
．
幼
稚
園
教
育
要
領
説
明
会
の
実
施
／

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
て
い

る
「
幼
稚
園
教
育
要
領
」
の
理
解
推
進
の

た
め
の
説
明
講
習
会
開
催
に
対
し
て
、
文

部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課

担
当
官
に
講
師
派
遣
の
出
張
依
頼
を
行
な

い
、
十
八
道
府
県
私
立
幼
稚
園
団
体
へ
助

成
措
置
を
行
な
っ
た
。

2
．
幼
稚
園
に
お
け
る
「
学
校
評
価
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
の
配
布
／
学
校
評
価
の
た
め

の
「
私
立
幼
稚
園
版
学
校
評
価
ガ
イ
ド
」

を
作
成
し
、
各
都
道
府
県
団
体
に
配
布
し

た
。

3
．
教
員
免
許
更
新
制
の
導
入
に
伴
う
、

免
許
状
更
新
講
習
等
に
つ
い
て
の
企
画
・

実
施
／
文
部
科
学
省
「
平
成
二
十
年
度
免

許
状
更
新
講
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
委
託
事

業
（
予
備
講
習
）」
を
受
託
し
、「
平
成
二

十
年
度
予
備
講
習
」
を
和
歌
山
県
田
辺
市

（
平
成
20
年
8
月
2
日
）、
東
京
都
千
代
田

区
（
平
成
20
年
8
月
9
日
）、
北
海
道
北

見
市
（
平
成
20
年
8
月
16
日
）
で
開
催
・

実
施
し
た
。
ま
た
上
記
以
外
に
、
神
奈
川

県
横
浜
市
（
平
成
20
年
8
月
6
・
7
日
）、

山
梨
県
笛
吹
市
（
平
成
20
年
8
月
6
〜
8

日
）、
山
形
県
鶴
岡
市
（
平
成
20
年
10
月

17
日
）、
神
奈
川
県
川
崎
市
（
平
成
20
年

10
月
22
日
・
11
月
19
日
、
平
成
21
年
1
月

21
日
）、
鳥
取
県
米
子
市
（
平
成
20
年
8

月
22
日
）、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
（
平
成

20
年
8
月
22
日
）、
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

（
平
成
20
年
8
月
6
日
）、
神
奈
川
県
中
郡

大
磯
町
（
平
成
20
年
8
月
26
日
）、
福
岡

県
福
岡
市
（
平
成
20
年
8
月
23
日
）、
静

岡
県
静
岡
市（
平
成
20
年
8
月
6
・
7
日
）、

山
口
県
岩
国
市
（
平
成
20
年
12
月
20
日
、

平
成
21
年
1
月
10
日
・
17
日
）、
大
阪
府

大
阪
市
（
平
成
20
年
12
月
6
日
）、
大
阪

府
大
阪
市
（
平
成
21
年
3
月
26
日
）
で
開

催
・
実
施
し
、
計
十
六
講
座
七
百
十
三
人

が
受
講
し
た
。

4
．「
全
国
研
究
研
修
担
当
者
会
議
」
の

企
画
・
実
施
／　

平
成
21
年
1
月
19
日
㈪
・

20
日
㈫
の
両
日
、
京
都
・
京
都
ガ
ー
デ
ン

五
月
十
三
日
、
福
井
県
私
立
幼
稚
園

協
会
の
杉
山
法
継
会
長
、
元
全
日
私
幼

連
常
任
理
事
（
福
井
市
・
藤
島
幼
稚
園

理
事
長
・
園
長
）
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

通
夜
は
五
月
十
五
日
㈮
午
後
七
時
、

葬
儀
は
五
月
十
六
日
㈯
午
前
十
時
半
か

ら
法
興
寺
（
自
坊
）
で
執
り
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
喪
主
は
杉
山
光
寿
氏
。
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パ
レ
ス
を
会
場
に
約
百
十
人
の
都
道
府
県

教
育
研
究
担
当
者
ら
を
得
て
開
催
。
研
修

会
初
日
は
開
会
式
の
後
、「
㈶
全
日
私
幼

研
究
機
構
研
究
研
修
委
員
会
の
活
動
」
に

つ
い
て
東
重
満
・
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構

研
究
研
修
委
員
長
が
報
告
を
行
な
っ
た
。

続
い
て
「
教
員
免
許
更
新
制
〜
平
成
二
十

一
年
度
・
免
許
状
更
新
講
習
に
つ
い
て
〜
」

を
演
題
に
宮
内
健
二
・
文
部
科
学
省
初
等

中
等
教
育
局
教
職
員
課
教
員
免
許
企
画
室

室
長
が
講
演
。「
教
員
免
許
更
新
制
〜
平

成
二
十
一
年
度
・
本
財
団
が
実
施
す
る
免

許
状
更
新
講
習
に
つ
い
て
〜
」
を
演
題
に

田
中
雅
道
・
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
副
理

事
長
が
報
告
。
続
い
て
、
地
区
ブ
ロ
ッ
ク

等
に
分
か
れ
、
免
許
状
更
新
講
習
に
つ
い

て
活
発
な
情
報
交
換
・
検
討
協
議
が
行
な

わ
れ
た
。
ま
た
、「
研
究
・
研
修
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
な
わ
れ
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
田
中
雅

道
・
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
副
理
事
長
、

安
家
周
一
・
全
日
私
幼
連
副
会
長
、
東
重

満
・
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
研
究
研
修
委

員
長
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
黒
田
秀
樹
・

㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
研
究
研
修
副
委
員

長
。
な
お
、
各
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
等
に
分
か

れ
、
免
許
状
更
新
講
習
を
中
心
に
①
私
立

幼
稚
園
に
お
け
る
学
校
評
価
②
五
歳
児
研

究
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
情
報
交
換
・
検

討
協
議
が
行
な
わ
れ
た
。
二
日
目
は
、

「
私
立
幼
稚
園
に
お
け
る
学
校
評
価
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
岩

立
京
子
・
東
京
学
芸
大
学
教
授
、
田
中
泰

行
・
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
研
究
研
修
委

員
、
齋
藤
善
郎
・
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構

研
究
研
修
委
員
、
中
邑
隆
哉
・
㈶
全
日
私

幼
研
究
機
構
研
究
研
修
委
員
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
安
達
譲
・
㈶
全
日
私
幼
研
究

機
構
研
究
研
修
副
委
員
長
。

5
．
平
成
二
十
年
度
地
区
教
研
大
会
の
開

催
／
北
海
道
地
区
＝
全
体
会
：
8
月
6
日
・

7
日
（
札
幌
市
）
札
幌
ブ
ロ
ッ
ク
：
10
月

3
日
・
4
日
（
札
幌
市
）
道
央
ブ
ロ
ッ
ク
：

8
月
30
日
（
小
樽
市
）
道
南
ブ
ロ
ッ
ク
：

10
月
11
日
（
苫
小
牧
市
）
道
北
ブ
ロ
ッ
ク
：

9
月
27
日
（
富
良
野
市
）
道
東
ブ
ロ
ッ
ク
：

10
月
3
日
（
網
走
市
）、
東
北
地
区
＝
10

月
17
日
・
18
日
（
山
形
県
・
鶴
岡
市
）
関

東
地
区
＝
8
月
21
日
・
22
日
（
埼
玉
県
・

さ
い
た
ま
市
）
東
京
地
区
＝
7
月
22
日
・

23
日
（
東
京
都
・
千
代
田
区
）
東
海
・
北

陸
地
区
＝
7
月
31
日
・
8
月
1
日
（
三
重

県
・
伊
勢
市
・
鳥
羽
市
）
近
畿
地
区
・
大

阪
地
区
（
合
同
）
＝
8
月
25
日
・
26
日
（
滋

賀
県
・
大
津
市
）
中
国
地
区
＝
8
月
21
日
・

22
日
（
鳥
取
県
・
米
子
市
）
四
国
地
区
＝

8
月
5
日
・
6
日
（
高
知
県
・
高
知
市
）

九
州
地
区
＝
8
月
21
日
・
22
日
（
佐
賀
県
・

佐
賀
市
）

6
．「
研
修
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
作
成
・

頒
布
／
幼
稚
園
に
お
け
る
学
校
評
価
に
伴

い
、
保
育
者
と
し
て
の
資
質
向
上
研
修
俯

瞰
図
を
も
と
に
各
教
員
の
研
修
履
歴
等
が

残
せ
る
よ
う
「
研
修
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の

作
成
・
頒
布
を
行
な
っ
た
。

7
．
優
秀
教
員
表
彰
制
度
の
創
設
／
優
秀

教
員
表
彰
者
制
度
を
創
設
し
、
同
表
彰
制

度
が
「
免
許
状
更
新
講
習
の
免
除
対
象
者

と
な
る
表
彰
制
度
」
と
な
る
よ
う
文
部
科

学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
職
員
課
と
検
討

協
議
を
重
ね
た
。

8
．
平
成
二
十
二
・
二
十
三
年
度
教
育
研

究
課
題
の
検
討
／
平
成
二
十
二
年
度
に
作

成
・
配
布
予
定
の
「
平
成
二
十
二
・
二
十

三
年
度
教
育
研
究
課
題
」
の
検
討
・
協
議

を
行
な
っ
た
。

9
．「（
仮
称
）
幼
児
教
育
実
践
学
会
」
設

立
の
検
討
・
準
備
／
平
成
二
十
二
年
度
に

設
立
予
定
の
「（
仮
称
）
幼
児
教
育
実
践

学
会
」
の
検
討
・
協
議
を
行
な
っ
た
。

10
．
教
員
免
許
更
新
制
へ
の
対
応
／
「
免

許
状
更
新
講
習
必
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の

作
成
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
、
お
よ
び
「
文

部
科
学
省
平
成
二
十
一
年
度
免
許
状
更
新

講
習
開
設
事
業
費
等
補
助
金
」
へ
の
申
請

を
行
な
っ
た
。

11
．
平
成
二
十
年
度
「
教
員
免
許
更
新
制

ガ
イ
ド
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）」
の
作
成
・

配
布
／
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
の
「
免
許

状
更
新
講
習
」
本
格
実
施
に
伴
い
、
本
財

団
版
「
教
員
免
許
更
新
制
ガ
イ
ド
（
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
）」
を
作
成
し
、
各
都
道
府
県

私
立
幼
稚
園
団
体
に
配
布
し
た
。

12
．
幼
稚
園
に
お
け
る
学
校
評
価
の
作
成

／
学
校
評
価
の
た
め
の
「
幼
稚
園
に
お
け

る
学
校
評
価
」（
フ
レ
ー
ベ
ル
館
）
を
作

成
し
た
。
ま
た
、
本
冊
子
は
、
平
成
十
八

年
に
発
行
し
た
「
私
立
幼
稚
園
の
自
己

評
価
と
解
説
」（
フ
レ
ー
ベ
ル
館
）
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
版
で
あ
る
。

■
経
営
研
究
委
員
会　

委
員
長
＝
藤
田
喜

一
郎
、
副
委
員
長
＝
岡
部
圭
二
、
委
員
＝

豊
田
千
春
、
渡
辺
丈
夫
、
狩
野
良
和
、
齋

藤
紳
悟
、
堀
江
眞
嗣
、
和
田
典
善
、
川
杉

省
三
、
山
中
理
、
河
野
義
範
、
樫
村
文
夫
、

下
苙
敏
大
、
委
員
会
＝
七
回
開
催

平
成
二
十
年
度
は
、
①
第
二
十
四
回
設

置
者
・
園
長
全
国
研
修
大
会
の
企
画
お
よ

び
実
施
②
平
成
二
十
年
度
私
立
幼
稚
園
経

営
実
態
調
査
の
実
施
と
報
告
書
の
作
成
③

通
園
バ
ス
の
有
償
運
行
の
取
り
扱
い
④
人
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材
確
保
の
提
言
⑤
財
務
諸
表
の
公
開
状
況

の
調
査
な
ど
を
行
な
っ
た
。

【
具
体
的
活
動
内
容
】

1
．
第
二
十
四
回
設
置
者
・
園
長
全
国
研

修
大
会
の
企
画
お
よ
び
実
施
／
平
成
20
年

11
月
10
日
㈪
・
11
日
㈫
の
二
日
間
。
社
団

法
人
宮
城
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会
の
協
力

の
も
と
、
仙
台
市
・
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
仙
台
を
会
場
に
開
催
。
全
国
各
地
か

ら
約
五
百
二
十
人
の
設
置
者
・
園
長
が
参

加
。
大
会
初
日
は
開
会
式
に
引
き
続
き
、

佐
藤
芳
直
・
株
式
会
社
Ｓ
・
Ｙ
ワ
ー
ク
ス

代
表
取
締
役
か
ら
「
百
年
企
業
に
学
ぶ
、

私
立
幼
稚
園
経
営
の
道
筋
」
と
題
し
て
記

念
講
演
が
な
さ
れ
、
続
い
て
「
研
究
講

座
1
（
教
育
）」
パ
ネ
リ
ス
ト
：
安
家
周

一
・
全
日
私
幼
連
副
会
長
、
田
中
雅
道
・

㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
副
理
事
長
、
安
達

譲
・
全
日
私
幼
連
教
育
研
究
副
委
員
長
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
東
重
満
・
全
日
私

幼
連
教
育
研
究
委
員
長
。「
研
究
講
座
2

（
振
興
）」
パ
ネ
リ
ス
ト
：
濵
谷
浩
樹
・
文

部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課

長
、
村
山
十
五
・
全
日
私
幼
連
副
会
長
、

木
村
義
恭
・
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
の
森
総
合
施

設
長
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
増
田
修
一
・

全
日
私
幼
連
政
策
副
委
員
長
。「
研
究
講

座
3
（
経
営
）」
講
師
：
山
内
豊
・
宮
城

県
総
務
部
危
機
対
策
課
危
機
対
策
企
画
専

門
監
、
話
題
提
供
者
：
船
岡
芳
英
・
全
日

私
幼
連
総
務
委
員
、
豊
田
千
春
・
全
日
私

幼
連
経
営
研
究
委
員
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
：
藤
田
喜
一
郎
・
全
日
私
幼
連
経
営

研
究
委
員
長
。
翌
十
一
日
は
、「
行
政
報

告
Ⅰ
」
講
師
：
大
谷
圭
介
・
文
部
科
学
省

初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課
幼
児
教
育

企
画
官
。「
行
政
報
告
Ⅱ
」
講
師
：
宮
内

健
二
・
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教

職
員
課
教
員
免
許
企
画
室
室
長
。

2
．
平
成
二
十
年
度
（
第
二
十
回
）
私
立

幼
稚
園
経
営
実
態
調
査
の
実
施
・
報
告
書

作
成
／
全
日
私
幼
連
加
盟
園
の
七
千
七
百

七
十
四
園
に
実
施
調
査
票
を
配
布
し
五
千

百
九
園
（
回
収
率
六
五
・
七
％
）
か
ら
回

答
を
得
た
。
調
査
結
果
を
も
と
に
、
保
育

料
等
の
分
析
を
行
な
い
、
報
告
書
を
作
成

し
、
全
加
盟
園
に
配
布
し
た
。
な
お
本
年

度
は
、
障
が
い
児
数
、
預
か
り
保
育
利
用

者
数
に
関
す
る
調
査
も
実
施
し
た
。

3
．
通
園
バ
ス
の
有
償
運
行
の
取
り
扱
い

／
幼
稚
園
が
、
運
輸
局
の
許
可
を
得
ず
に

通
園
バ
ス
を
運
行
し
た
と
し
て
、
罰
金
十

万
円
の
略
式
命
令
を
受
け
た
事
例
に
対
し

て
本
連
合
会
で
は
、
都
道
府
県
団
体
事
務

局
を
通
じ
て
改
め
て
有
償
運
行
の
取
り
扱

い
方
を
周
知
し
た
。
ま
た
、
道
路
交
通
法

改
正
（
平
成
20
年
6
月
）
に
伴
い
後
部
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
義
務
化
な
ら
び

に
高
速
道
路
で
の
着
用
義
務
違
反
に
つ
い

て
、
通
園
バ
ス
で
の
取
り
扱
い
方
に
つ
い

て
も
併
せ
て
周
知
し
た
。

4
．
人
材
確
保
の
提
言
／
良
質
な
幼
稚
園

教
育
と
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
育
ち
を

保
証
す
る
た
め
に
、
優
秀
な
人
材
の
確
保

が
必
要
で
あ
り
、
人
材
確
保
の
た
め
に
ど

の
よ
う
な
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
の
か
各

都
道
府
県
団
体
事
務
局
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
な
い
各
地
域
か
ら
多
く
の
実
施
事

例
を
収
集
し
、
結
果
を
平
成
二
十
年
度
私

立
幼
稚
園
経
営
実
態
調
査
で
報
告
し
た
。

5
．
財
務
諸
表
の
公
表
状
況
に
つ
い
て
の

調
査
／
財
務
諸
表
の
公
開
は
努
力
目
標
で

あ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
公

開
す
る
こ
と
に
よ
り
補
助
金
の
増
減
に
つ

な
が
る
と
の
事
例
が
報
告
さ
れ
、
実
態
を

調
査
す
る
た
め
に
各
都
道
府
県
団
体
事
務

局
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
っ
た
。
今

後
も
こ
の
よ
う
な
動
き
を
注
視
し
て
い
き

た
い
。

■
広
報
委
員
会　

委
員
長
＝
野
澤
達
也
、

副
委
員
長
＝
奈
良
誉
夫
、委
員
＝
坂
本
洋
、

馬
場
章
信
、
榎
本
義
法
、
梅
澤
眞
理
、
田

澤
茂
、
波
岡
伸
郎
、
二
宮
一
朗
、
光
安
則

子
、
菅
原
真
爾
、
委
員
会
＝
八
回
開
催

広
報
委
員
会
の
事
業
は
、
主
に
㈶
全
日

本
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構
・
調

査
広
報
委
員
会
に
お
い
て
実
施
し
た
が
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
速
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
私
幼
時

報
の
一
部
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
全
日
本

私
立
幼
稚
園
連
合
会
独
自
の
事
業
と
し
て

実
施
し
た
。「
私
幼
時
報
」を
十
二
回
、「
全

日
私
幼
連
Ｐ
Ｔ
Ａ
し
ん
ぶ
ん
」を
十
一
回
、

「
Ｆ
Ａ
Ｘ
速
報
は
」
№
142
〜
№
154
を
発
行

配
信
し
た
。

委
員
の
改
選
が
行
な
わ
れ
、
新
委
員
を

迎
え
て
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
し
ん
ぶ
ん
、
私
幼
時

報
の
紙
面
づ
く
り
に
も
新
風
が
吹
き
込
ま

れ
、
よ
り
充
実
し
た
情
報
を
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

【
具
体
的
活
動
内
容
】

1
．
私
幼
時
報
／
新
し
い
幼
稚
園
教
育
要

領
が
平
成
二
十
年
三
月
に
告
示
さ
れ
、
全

文
を
掲
載
し
た
の
を
は
じ
め
、
教
員
免
許

更
新
講
習
な
ど
の
情
報
を
必
要
に
応
じ
て

掲
載
し
た
。
役
員
改
選
で
新
し
い
体
制
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
正
副
会
長
、
委
員
会

委
員
長
に
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
寄

稿
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
政
府
予
算

対
策
、
全
日
私
幼
連
お
よ
び
研
究
機
構
の

会
議
や
活
動
の
動
向
な
ど
を
掲
載
し
た
。

2
．
Ｐ
Ｔ
Ａ
し
ん
ぶ
ん
／
「
子
ど
も
の
し
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あ
わ
せ
を
願
う
親
と
先
生
の
ひ
ろ
ば
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国
紙
で
あ
る
こ
と
の

特
長
を
生
か
し
、
有
名
人
の
子
育
て
体
験

や
幼
稚
園
体
験
な
ど
を
掲
載
し
て
保
護
者

に
向
け
て
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
な
ど
を
提
供

し
て
い
る
。
ま
た
、
各
団
体
交
代
で
「
育

て
の
心
」「
ふ
れ
あ
い
」
と
い
う
コ
ラ
ム

を
執
筆
し
て
い
た
だ
き
、
多
方
面
か
ら
の

子
育
て
の
支
援
、情
報
提
供
を
行
な
っ
た
。

季
節
な
ど
を
ふ
ま
え
た
特
集
記
事
や
、
読

者
参
加
の
座
談
会
な
ど
を
掲
載
し
て
保
護

者
へ
の
子
育
て
意
識
向
上
に
努
め
て
い
る
。

3
．
家
庭
・
地
域
に
お
け
る
教
育
力
向
上

支
援
事
業
／
家
庭
・
地
域
に
お
け
る
教
育

力
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第
二
期
（
平
成
20

年
1
月
10
日
〜
11
月
10
日
）を
実
施
し
た
。

こ
の
た
め
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
、

都
道
府
県
団
体
、全
加
盟
園
に
配
布
し
た
。

ま
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
平
成

20
年
9
月
11
日
㈭
東
京
・
私
学
会
館
に
お

い
て
保
護
者
、
幼
稚
園
関
係
者
を
対
象
と

し
た
「
子
育
て
の
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
後

援
・
文
部
科
学
省
）
を
開
催
し
た
。

4
．
Ｆ
Ａ
Ｘ
速
報
／
主
と
し
て
政
府
予
算

関
連
、
文
部
科
学
省
、
中
央
教
育
審
議
会

な
ど
の
幼
稚
園
教
育
に
か
か
わ
る
最
新
情

報
を
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
同
報
機
能
を
使
い
加
盟
団

体
、役
員
等
に
い
ち
早
く
配
信
し
て
い
る
。

ま
た
、
全
日
私
幼
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情

報
の
広
場
に
も
同
じ
内
容
を
掲
載
し
、
全

国
の
会
員
園
で
閲
覧
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

5
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
全
日
私
幼
連
と
㈶

全
日
私
幼
研
究
機
構
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
運
営
し
て
随
時
最
新
情
報
を
発

信
し
た
。
さ
ら
に
内
容
の
充
実
と
加
盟
園

と
の
双
方
向
性
を
高
め
る
た
め
の
検
討
に

つ
い
て
「
Ｉ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
新
た

に
設
け
て
行
な
い
、
大
幅
な
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
行
な
う
こ
と
と
な
っ
た
。

6
．「（
仮
称
）
全
日
本
絵
本
大
賞
」
創
設

の
検
討
／
委
員
会
に
お
い
て
多
方
面
か
ら

検
討
を
重
ね
た
が
、
具
体
的
な
実
施
方
法

の
決
定
に
つ
い
て
は
次
年
度
に
継
続
し
て

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

7
．「（
仮
称
）
子
育
て
意
識
調
査
」
の
検

討
／
具
体
的
な
調
査
項
目
、
調
査
対
象
、

方
法
、
結
果
の
公
表
等
に
つ
い
て
の
検
討

を
委
員
会
内
に
小
委
員
会
を
作
り
、
検
討

を
継
続
す
る
こ
と
と
し
た
。

■
一
〇
二
条
園
対
策
委
員
会　

委
員
長
＝

臼
井
勝
、
副
委
員
長
＝
三
原
進
、
委
員
＝

奥
野
成
賢
、
渡
真
利
彦
文
、
専
門
委
員
＝

小
山
嘉
治
、
伊
藤
夏
夫
、
宇
野
延
明
、
矢

木
一
美
、
井
上
舒
之
、
委
員
会
＝
三
回
開

催
一
〇
二
条
園
対
策
委
員
会
の
年
間
事
業

計
画
に
も
と
づ
き
、
現
状
の
諸
問
題
解
決

の
た
め
委
員
会
等
で
検
討
協
議
を
重
ね

た
。
ま
た
、
研
修
会
等
を
通
し
て
情
報
交

換
を
行
な
い
、
年
間
委
員
会
活
動
の
あ
り

方
を
模
索
し
た
。

【
具
体
的
活
動
内
容
】

1
．
平
成
二
十
年
度
・
都
道
府
県
一
〇
二

条
園
代
表
者
会
議
の
企
画
・
実
施
／
都
道

府
県
団
体
の
一
〇
二
条
園
代
表
者
約
五
十

人
が
集
ま
り
、
平
成
20
年
9
月
19
日
㈮
東

京
・
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
で
開
催
し
た
。

「
幼
稚
園
を
『
親
学
の
拠
点
』
に
」
と
題

し
て
、
髙
橋
史
朗
・
親
学
推
進
協
会
理
事

長
・
埼
玉
県
教
育
委
員
長
が
講
演
。
続
い

て
、「
全
日
私
幼
連
の
今
後
の
在
り
方
」

と
題
し
て
、
吉
田
敬
岳
・
全
日
私
幼
連
会

長
が
講
演
。
ま
た
、「
学
校
法
人
と
一
〇

二
条
園
の
今
後
の
在
り
方
」
と
題
し
て
田

中
辰
実
・
全
日
私
幼
連
政
策
委
員
長
が
講

演
し
情
報
交
換
を
行
な
い
、
参
加
者
か
ら

意
見
等
を
い
た
だ
い
た
。

2
．
平
成
二
十
年
度
・
一
〇
二
条
園
研
修

会
の
企
画
・
実
施
／
私
立
幼
稚
園
を
取
り

巻
く
状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
平

成
21
年
2
月
13
日
㈮
東
京
・
私
学
会
館
で

開
催
し
、
都
道
府
県
団
体
か
ら
約
九
十
人

の
先
生
方
が
参
加
さ
れ
、「
教
員
免
許
更

新
お
よ
び
自
己
点
検
・
自
己
評
価
」
と
題

し
て
、
田
中
雅
道
・
㈶
全
日
私
幼
研
究
機

構
副
理
事
長
が
講
演
。
続
い
て
、「
幼
保

一
元
化
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
、
八
代

尚
宏
・
国
際
基
督
教
大
学
、
元
内
閣
府
経

済
財
政
諮
問
会
議
議
員
が
講
演
し
た
。

3
．
平
成
二
十
年
分
・
青
色
申
告
決
算
の

手
引
書
等
の
作
成
／
平
成
二
十
年
度
分
の

「
青
色
申
告
の
決
算
の
手
引
き
」
を
作
製

し
、
関
係
の
園
に
頒
布
し
た
。

■
公
益
法
人
制
度
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

構
成
＝
村
山
十
五
、
伊
藤
聡
、
澤
田
豊
、

藤
本
明
弘
、
水
谷
豊
三
、
渡
邉
眞
一
、
会

合
＝
七
回
開
催

【
具
体
的
活
動
内
容
】

1
．
新
し
い
公
益
法
人
制
度
改
革
に
伴
う

私
立
幼
稚
園
団
体
と
し
て
の
対
応
策
に
つ

い
て
検
討
し
、
現
時
点
に
お
け
る
考
え
方

を
、
次
の
と
お
り
に
ま
と
め
た
。
／
⑴
㈶

全
日
本
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構

に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
公
益
法
人
を

目
指
す
も
の
と
す
る
が
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
、
運
営
上
の
制
約
に
つ
い
て
も

慎
重
に
検
討
す
る
。
⑵
全
日
本
私
立
幼
稚

園
連
合
会
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
任

意
団
体
を
維
持
す
る
。
⑶
今
後
の
振
興
活

動
に
つ
い
て
は
、（
仮
称
）
全
日
本
私
立

幼
稚
園
振
興
連
盟
を
組
織
し
、
必
要
な
経

費
に
つ
い
て
は
、
個
人
支
出
を
も
っ
て
賄
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う
。
⑷
現
在
、
社
団
法
人
又
は
財
団
法
人

で
運
営
さ
れ
て
い
る
都
道
府
県
私
立
幼
稚

園
団
体
に
つ
い
て
は
、
非
営
利
型
の
一
般

法
人
へ
移
行
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
⑸
退
職
給
付
事
業
を
行

な
っ
て
い
る
社
団
法
人
又
は
財
団
法
人
の

公
益
法
人
化
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
厳
し

い
状
況
に
あ
る
の
で
、
他
の
私
学
団
体
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
事
業
の
維
持
存
続
を

図
る
た
め
の
方
策
を
早
急
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

2
．
外
部
か
ら
の
参
考
意
見
聴
取
／
⑴
内

閣
府　

公
益
認
定
等
委
員
会
事
務
局
企
画

官
、
井
上
示
恩
氏
⑵
㈶
私
立
大
学
退
職
金

財
団
事
務
局
長
、
賀
来
哲
治
氏

■
幼
保
制
度
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

構
成

＝
安
家
周
一
、
東
重
満
、
尾
上
正
史
、
田

中
辰
実
、
田
中
雅
道
、
藤
田
喜
一
郎
、
北

條
泰
雅
、
会
合
＝
二
回
開
催

【
具
体
的
活
動
内
容
】

最
近
に
お
け
る
規
制
改
革
や
地
方
分
権

の
流
れ
の
中
で
、
あ
ら
た
め
て
「
幼
保
の

機
能
を
一
元
化
す
る
」
動
き
が
早
く
強
く

な
っ
て
い
る
。
そ
の
狙
い
は
、
論
じ
る
人

の
立
場
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、

本
連
合
会
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
を

ど
う
受
け
止
め
、
こ
れ
に
ど
う
対
応
し
て

い
く
べ
き
か
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の

豊
か
な
育
ち
、
良
質
な
幼
児
教
育
を
提
供

で
き
る
環
境
条
件
を
整
え
る
視
点
に
た
っ

て
、統
一
的
な
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
た
。

認
定
こ
ど
も
園
検
討
会
も
種
々
の
議
論

が
渦
巻
き
、
社
会
保
障
審
議
会
少
子
化
対

策
特
別
部
会
が
第
一
次
報
告
を
発
表
す
る

な
ど
、
幼
稚
園
・
保
育
所
を
取
り
巻
く
大

き
な
改
革
が
提
案
さ
れ
る
時
代
と
な
っ

た
。
国
レ
ベ
ル
の
論
議
も
活
発
と
な
る
中

で
、
軽
々
に
私
立
幼
稚
園
の
立
場
を
主
張

す
る
こ
と
が
は
ば
か
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
し
ば
ら
く
推
移
を
見
守
る
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
文

科
省
・
厚
労
省
の
動
き
を
注
視
し
、
新
た

な
る
施
策
へ
の
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
と

し
た
。

■
こ
ど
も
の
豊
か
な
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

構
成
＝
藤
本
明
弘
、
桜
田
真
人
、
生
駒
恭

子
、
秦
賢
志
、
八
田
勝
仁
、
宮
崎
史
郷
、

会
合
＝
三
回
開
催

【
具
体
的
活
動
内
容
】

「
子
ど
も
は
国
の
宝
」
で
あ
る
と
誰
も

が
認
め
な
が
ら
も
、
子
ど
も
が
豊
か
に
育

つ
た
め
の
環
境
の
整
備
は
遅
々
と
し
て
一

向
に
進
ん
で
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
公
費
助

成
の
あ
り
か
た
や
、
保
護
者
へ
の
支
援
な

ど
も
含
め
て
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
の
こ

と
を
真
剣
に
考
え
る
機
運
に
は
程
遠
い
。

私
た
ち
の
思
い
と
は
裏
腹
に
、
残
念
な
が

ら
社
会
は
簡
単
に
は
振
り
向
い
て
く
れ
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
従
来
の
手
法
に
と
ら
わ
れ
ず
「
子
ど

も
が
豊
か
に
育
つ
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
た
め
の
全
国
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展

開
を
計
り
、
社
会
全
体
が
子
ど
も
に
関
心

を
向
け
る
た
め
、
ひ
き
つ
づ
き
次
年
度
も

検
討
協
議
を
重
ね
た
い
。

■
Ｉ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

構
成
＝
尾
上
正

史
、
牛
島
武
史
、
中
田
俊
澄
、
斉
藤
聖
冶
、

福
井
徹
人
、
会
合
＝
一
回
開
催

【
具
体
的
活
動
内
容
】

Ｉ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
各
都
道
府

県
団
体
や
加
盟
園
へ
の
迅
速
な
情
報
提

供
、
ま
た
は
業
務
の
合
理
化
と
意
思
の
疎

通
を
は
か
る
た
め
、
全
日
私
幼
連
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
拡
充
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
っ

た
。

全
日
私
幼
連
経
営
研
究
委
員
会
（
藤

田
喜
一
郎
委
員
長
）
で
は
、
例
年
同
様

「
私
立
幼
稚
園
経
営
実
態
調
査
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
に
よ
り
、
六
五
・
七
％
の
回

収
率
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

本
調
査
は
、
私
立
幼
稚
園
の
実
態
と
今

後
の
推
移
を
正
し
く
把
握
し
、
私
立
幼
稚

園
振
興
の
各
種
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て

広
範
に
有
効
活
用
す
る
た
め
に
実
施
す
る

も
の
で
す
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
デ
ー
タ
の

積
み
重
ね
が
、
よ
り
高
い
信
憑
性
に
つ
な

が
り
、
私
立
幼
稚
園
の
振
興
発
展
に
結

び
つ
き
ま
す
。

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
年
度

も
例
年
同
様
に
調
査
票
の
提
出
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

な
お
、
本
年
度
か
ら
、
全
日
私
幼
連

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
経
営
実
態
調
査
票

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
取
得
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

経
営
実
態
調
査
に
ご
協
力
を
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（単位：円）

１　基本財産運用収入 100,000 66,320 33,680
基本財産運用収入 100,000 66,320 33,680 基本積立金・大河内・由田利息

２　特定資産運用収入 350,000 389,850 △ 39,850
特定資産運用収入 350,000 389,850 △ 39,850 国際交流・財政運用・退職給付利息

３　受取会費収入 136,056,960 136,056,960 0
一般会費 136,056,960 136,056,960 0 （会費 1園 6,000 円＋園児 70 円×平均園児数）加盟園

数 7,774
４　事業収入 15,070,000 15,134,861 △ 64,861
設置者・園長研修会 8,470,000 8,470,000 0 研修会参加費
保険事務手数料 6,600,000 6,664,861 △ 64,861 JK 保険

５　受取補助金等収入 12,000,000 12,000,000 0
団体研究助成金 12,000,000 12,000,000 0 研修福祉会より

６　受取寄付金収入 6,300,000 6,300,000 0
寄付金収入 6,300,000 6,300,000 0 JK 保険広告料

７　受取雑収入 550,000 756,444 △ 206,444
受取利息 50,000 394,083 △ 344,083
その他 500,000 362,361 137,639

８　他会計からの繰入収入 0 0 0
９　財政運用積立預金取崩収入 24,897,500 24,897,500 0
10　退職給付引当預金取崩収入 24,644,920 24,644,920 0
事業活動収入計 219,969,380 220,246,855 △ 277,475

１　事業費支出 119,550,000 115,704,484 3,845,516
①総務費 73,450,000 71,223,815 2,226,185
総会 6,500,000 6,347,410 152,590 会議費・旅費
理事会 11,500,000 11,425,613 74,387 会議費・旅費
常任理事会 5,500,000 5,124,892 375,108 会議費・旅費
団体長会 2,500,000 2,441,463 58,537 会議費・旅費
監事会 750,000 272,914 477,086 会議費・旅費
総務委員会 3,800,000 3,809,683 △ 9,683 会議費・旅費
諸会議費 7,000,000 7,150,970 △ 150,970 会議費・旅費
全私連 1,300,000 1,100,000 200,000 分担金・全私学連合
ＯＭＥＰ 100,000 100,000 0 分担金
全審連 250,000 230,000 20,000 分担金・全国私立学校審議会連合会
表彰事業 3,950,000 3,938,638 11,362 勤続表彰・幼児教育実践者表彰
出張費 2,000,000 1,461,280 538,720 旅費等
渉外費 500,000 321,030 178,970
要覧事業 5,200,000 5,031,522 168,478 印刷費・発送費
地区活動事業 16,000,000 15,887,000 113,000
奨励事業 6,600,000 6,581,400 18,600 各都道府県に対する奨励金

②政策関係事業 6,000,000 5,629,861 370,139
政策委員会 2,500,000 2,222,264 277,736 会議費・旅費
都道府県代表者会議 3,500,000 3,407,597 92,403

③教育研究関係事業 200,000 188,500 11,500
教育研究委員会 200,000 188,500 11,500 旅費

④経営研究関係事業 17,900,000 17,607,915 292,085
経営研究委員会 3,400,000 3,377,566 22,434 会議費・旅費
設置者・園長研修会 10,600,000 10,539,124 60,876 会場費等
経営実態調査 3,900,000 3,691,225 208,775 調査費・印刷費

⑤広報関係事業 1,200,000 717,325 482,675
広報委員会 200,000 191,240 8,760 旅費
会報等発行事業 500,000 9,135 490,865
インターネット事業 500,000 516,950 △ 16,950

⑥ 102 条園関係事業 2,300,000 1,887,068 412,932
102 条園対策委員会 1,300,000 1,136,851 163,149 会議費・旅費・青色申告用紙・研修会会議費
都道府県代表者会議 1,000,000 750,217 249,783 会議費・旅費

⑦団体教育研究関係事業 18,500,000 18,450,000 50,000
地区別教育研究会 12,000,000 12,000,000 0 財団へ繰入れ
全日私幼連負担分 6,500,000 6,450,000 50,000 財団へ繰入れ 6,000,000 円・記念品代
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２　管理費支出 76,894,920 72,174,187 4,720,733
給料 34,000,000 31,123,920 2,876,080
退職金 24,644,920 24,644,920 0
福利厚生費 4,500,000 4,066,630 433,370
事務所費 2,000,000 1,980,756 19,244 共益費・水道光熱費等
印刷費 400,000 133,522 266,478 地区教研感謝状等
消耗品費 2,000,000 2,076,225 △ 76,225
賃借料 2,300,000 2,262,002 37,998 PC/WP等リース代
通信費 2,500,000 2,678,200 △ 178,200 各種通信費・発送費
交通費 500,000 393,960 106,040 都内交通費
租税公課費 1,500,000 1,260,700 239,300 事業税・消費税等
支払手数料 150,000 84,555 65,445 振込手数料
備品費 300,000 122,085 177,915
顧問料 1,600,000 1,218,395 381,605 弁護士・会計士
雑費 500,000 128,317 371,683

３　他会計への繰出支出 10,000,000 10,000,000 0
特別会計へ繰出支出 10,000,000 10,000,000 0

４　特定預金繰入支出 11,997,500 11,997,500 0
財政運用積立預金繰入支出 0 0 0
退職給付引当預金繰入支出 11,997,500 11,997,500 0

５　予備費支出 1,526,960 0 1,526,960
事業活動支出計 219,969,380 209,876,171 10,093,209
事業活動収支差額 0 10,370,684 △ 10,370,684
当期収支差額 0 10,370,684 △ 10,370,684
前期繰越収支差額 15,000,000 15,000,000 0
次期繰越収支差額 15,000,000 25,370,684 △ 10,370,684
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五
月
二
十
一
日
、
自
民
党
の
文
部
科
学

部
会
・
文
教
制
度
調
査
会
合
同
会
議
が
開

催
さ
れ
、幼
児
教
育
小
委
員
会
（
委
員
長
：

北
川
知
克
衆
議
院
議
員
）の
政
策
提
言「
幼

児
教
育
の
充
実
強
化
と
幼
児
教
育
無
償
化

の
実
現
に
向
け
て
の
提
言
〜
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
へ
の
投
資
と
国
家
戦
略
と
し
て

の
幼
児
教
育
の
充
実
強
化
」
が
と
り
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。

同
提
言
の
概
要
は
、
本
誌
十
五
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
、
提
言
全
文
に

つ
き
ま
し
て
は
全
日
私
幼
連
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

五
月
二
十
八
日
、
政
府
の
教
育
再
生
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
、
第
四
次
報
告
（
審
議

の
ま
と
め
）が
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

幼
児
教
育
に
か
か
る
具
体
的
な
取
り
組
み

の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★　
　
　
　

★

／
幼
児
教
育
期
か
ら
高
等
教
育
期

に
至
る
ま
で
の「
人
生
前
半
の
社
会
保
障
」

を
充
実
さ
せ
、「
教
育
安
心
社
会
」
を
構

築
す
る
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
点
に
つ

い
て
、
保
護
者
の
教
育
費
負
担
の
軽
減
方

策
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

▼
幼
児
教
育
の
無
償
化
の
早
期
実
現
を
目

指
し
つ
つ
、
当
面
、
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

の
拡
充
や
、
第
二
子
以
降
の
保
育
所
の
無

償
化
な
ど
自
治
体
独
自
に
実
施
し
て
い
る

施
策
に
対
す
る
国
の
支
援
な
ど
、
幼
児
教

育
期
に
お
け
る
家
庭
へ
の
経
済
的
な
支
援

を
充
実
す
る
。

▼
教
育
の
基
礎
は
、
乳
幼
児
期
か
ら
の
家

庭
に
お
け
る
子
育
て
の
中
で
育
ま
れ
る
も

の
で
あ
り
、
親
の
教
育
力
を
高
め
る
た
め

の
講
座
の
開
設
や
家
庭
訪
問
に
よ
る
相
談

体
制
の
充
実
な
ど
、
家
庭
教
育
の
充
実
に

向
け
、
共
働
き
家
庭
や
い
わ
ゆ
る
専
業
主

婦
家
庭
な
ど
様
々
な
家
庭
の
状
況
に
応

じ
、
子
育
て
中
の
親
へ
の
支
援
を
行
う
。

▼
幼
児
期
に
お
い
て
全
て
の
子
供
が
、
集

団
と
し
て
の
質
の
高
い
教
育
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
を
通
じ
て
、
幼
児
期
に
お

け
る
教
育
機
能
を
強
化
し
、
改
訂
さ
れ
た

幼
稚
園
教
育
要
領
や
保
育
所
保
育
指
針
が

着
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
教
育
環
境
を
整

備
す
る
。

▼
小
学
校
以
降
の
学
校
教
育
の
基
礎
を
幼

児
期
か
ら
培
う
よ
う
、
各
地
域
に
お
け
る

小
学
校
と
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど

も
園
の
連
携
を
強
化
し
、
子
供
た
ち
の
学

び
の
連
続
性
を
確
保
す
る
。

▼
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
と
い
う
観
点
か

ら
、
保
育
士
の
資
質
向
上
を
目
指
し
、
体

系
的
な
研
修
の
導
入
や
研
修
に
参
加
し
や

す
く
な
る
よ
う
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

教
育
委
員
会
と
私
学
担
当
部
局
、
福
祉
担

当
部
局
が
連
携
し
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
の
教
諭
・
保
育
士
を
対
象

と
し
た
合
同
研
修
を
実
施
す
る
。

ニ
ュ
ー
ス
の
ひ
ろ
ば

区分 都道府県単価 国庫補助単価
北 海 道
青 森
岩 手
宮 城
秋 田
山 形
福 島
茨 城
栃 木
群 馬
埼 玉
千 葉
東 京
神奈川
新 潟
富 山
石 川
福 井
山 梨
長 野
岐 阜
静 岡
愛 知
三 重
滋 賀
京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和歌山
鳥 取
島 根
岡 山
広 島
山 口
徳 島
香 川
愛 媛
高 知
福 岡
佐 賀
長 崎
熊 本
大 分
宮 崎
鹿児島
沖 縄

157,256
161,522
163,901
157,583
166,096
162,583
166,598
175,109
174,097
186,781
160,251
162,056
148,587
122,569
176,802
176,883
175,243
174,056
163,984
145,616
163,954
173,508
149,919
159,068
150,935
187,901
162,560
176,926
170,547
173,270
166,644
144,947
164,500
163,616
181,806
152,198
153,197
153,066
157,452
171,631
169,668
164,815
154,072
162,840
161,844
165,781
160,293

25,675
22,817
25,641
24,122
25,792
26,254
26,848
28,702
28,823
29,245
23,983
25,113
23,271
18,626
27,305
26,697
24,755
28,932
25,406
22,221
25,743
27,031
23,450
23,400
24,179
29,925
26,883
29,094
27,573
26,932
26,178
24,510
23,238
24,997
26,663
24,274
24,255
24,838
26,568
25,891
27,610
26,238
24,426
25,161
26,498
26,253
26,655

平 均 159,297 25,017
（注）1　金額は、確定ベースである。
　　 2　１人当たりの平均は、都道府県補助
金については都道府県補助金総額を実員総数
で除したものである。また、国庫補助金額に
ついては、国庫補助金総額を定員内実員総数
で除したものである。
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▼
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
に
向
け
、
幼
稚

園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
の
自
己
評

価
や
関
係
者
評
価
な
ど
の
取
組
を
充
実
す

る
。五

月
十
三
日
、
文
部
科
学
省
は
人
事
異

動
を
発
令
し
ま
し
た
。

白
間
竜
一
郎
氏
（
高
等
教
育
局
私
学
部

私
学
助
成
課
長
）
が
文
化
庁
文
化
財
部
伝

統
文
化
課
長
に
就
任
さ
れ
、
後
任
の
私
学

助
成
課
長
に
は
、
小
山
竜
司
氏
（
文
化
庁

文
化
財
部
美
術
学
芸
課
長
）
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
は
、
平
成
二
十
年
の
人
口

動
態
統
計
（
概
数
）
を
発
表
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
一
・

三
七
で
、
前
年
の
一
・
三
四
を
上
回
り
三

年
連
続
の
上
昇
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
の
出
生
数
は
百
九
万
一
千

百
五
十
人
で
、
前
年
の
百
八
万
九
千
八
百

十
八
人
よ
り
一
千
三
百
三
十
二
人
増
加
し

ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
十
一
月
を
「
児
童

虐
待
防
止
推
進
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
児

童
虐
待
問
題
に
対
す
る
社
会
的
関
心
の
喚

起
を
図
る
た
め
、
集
中
的
な
広
報
・
啓
発

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
標
語
の
公
募
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

募
集
内
容
▼
テ
ー
マ
：
児
童
虐
待
問
題

に
関
す
る
国
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
啓
発

に
資
す
る
ふ
さ
わ
し
い
標
語
▼
応
募
方

法
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
応
募
フ
ォ
ー
ム
）、

ま
た
は
郵
送
（
ハ
ガ
キ
）
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.m
h
lw
.g
o.jp

/
houdou/2009/05/h0520-1.htm

l

五
月
二
十
八
日
、
全
私
学
連
合
の
代
表

者
会
議
が
開
催
さ
れ
、
安
西
裕
一
郎
代
表

（
慶
應
義
塾
前
塾
長
）
の
退
任
に
伴
っ
て

代
表
選
出
の
審
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
全
私
学
連
合
代
表
に
は
、
白
井
克

彦
早
稲
田
大
学
総
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

都道府県 平成 20 年 平成 19 年
全 国
北 海 道
青 森
岩 手
宮 城
秋 田
山 形
福 島
茨 城
栃 木
群 馬
埼 玉
千 葉
東 京
神奈川
新 潟
富 山
石 川
福 井
山 梨
長 野
岐 阜
静 岡
愛 知
三 重
滋 賀
京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和歌山
鳥 取
島 根
岡 山
広 島
山 口
徳 島
香 川
愛 媛
高 知
福 岡
佐 賀
長 崎
熊 本
大 分
宮 崎
鹿児島
沖 縄

1.37
1.20
1.30
1.39
1.29
1.32
1.44
1.52
1.37
1.42
1.40
1.28
1.29
1.09
1.27
1.37
1.38
1.41
1.54
1.35
1.45
1.35
1.44
1.43
1.38
1.45
1.22
1.28
1.34
1.22
1.41
1.43
1.51
1.43
1.45
1.43
1.30
1.47
1.40
1.36
1.37
1.55
1.50
1.58
1.53
1.60
1.59
1.78

1.34
1.19
1.28
1.39
1.27
1.31
1.42
1.49
1.35
1.39
1.36
1.26
1.25
1.05
1.25
1.37
1.34
1.40
1.52
1.35
1.47
1.34
1.44
1.38
1.37
1.42
1.18
1.24
1.30
1.22
1.34
1.47
1.53
1.41
1.43
1.42
1.30
1.48
1.40
1.31
1.34
1.51
1.48
1.54
1.47
1.59
1.54
1.75

注： 分母に用いた人口は、全国は各歳別
日本人人口、都道府県は 5歳階級別
総人口。
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五
月
十
六
日
㈯
未
明
、
神
戸
市
内
の
高

校
生
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
国
内
初
感

染
の
疑
い
あ
り
と
の
発
表
後
、午
前
九
時
、

神
戸
市
東
部
・
芦
屋
市
の
公
私
立
の
保
・

幼
・
小
・
中
・
高
校
・
大
学
が
同
日
か
ら

二
十
二
日
㈮
ま
で
休
校
園
と
す
る
と
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
、
事
態
は
拡
大
し
ま
し
た
。
大

阪
府
茨
木
市
内
の
私
立
高
校
生
に
も
感
染

の
疑
い
が
出
て
、
芦
屋
市
や
茨
木
市
に
近

い
豊
中
市
で
も
十
代
女
性
が
感
染
の
疑
い

で
市
立
病
院
に
入
院
し
た
こ
と
が
判
り
、

豊
中
市
長
は
、
す
か
さ
ず
危
機
管
理
（
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）
対
策
本
部
会
議
を

立
ち
上
げ
、
午
後
九
時
に
、
市
民
に
向
け

て
「
十
七
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
七
日

間
、
市
立
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
中
学

校
を
休
園
・
休
校
と
す
る
。
私
立
・
府
立

に
対
し
て
も
同
様
の
要
請
を
す
る
」
と
発

表
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
私
立
幼
稚
園
へ
の
連
絡
は
、

発
表
直
後
に
、
豊
中
市
教
育
委
員
会
幼
児

教
育
課
か
ら
、
豊
中
市
私
立
幼
稚
園
連
合

会
（
加
盟
三
十
三
園
、
以
下
＝
豊
私
幼
）

会
長
に
電
話
と
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
私
立
幼

稚
園
へ
の
休
園
要
請
が
届
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
各
私
立
幼
稚
園
へ
は
「
休
園
日
の

緊
急
電
話
連
絡
網
」
で
休
園
の
要
請
を
伝

え
ま
し
た
。（
土
曜
日
の
夜
ゆ
え
に
、
一

部
の
園
に
は
電
話
連
絡
が
届
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
翌
十
七
日
は
日
曜
日
で
し

た
が
、
豊
私
幼
事
務
局
か
ら
改
め
て
各
園

に
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
要
請
し
ま
し
た
。）

次
に
自
園
の
対
応
は
、
十
七
日
午
前
中

に
幹
部
職
員
の
み
臨
時
に
出
勤
し
て
、
初

め
に
園
児
の
保
護
者
に
携
帯
メ
ー
ル
一
斉

配
信
シ
ス
テ
ム
で
、
次
に
連
絡
網
が
未
整

備
の
未
就
園
児
親
子
登
園
の
保
護
者
や
課

外
教
室
の
講
師
に
個
別
に
電
話
で
休
園
休

業
の
連
絡
を
、
さ
ら
に
給
食
材
料
納
品
業

者
に
は
注
文
食
材
の
キ
ャ
ン
セ
ル
を
連
絡

し
ま
し
た
。
休
園
中
の
職
員
の
勤
務
態
勢

は
、十
八
日
は
幹
部
職
員
以
外
自
宅
待
機
、

十
九
日
と
二
十
二
日
に
園
児
家
庭
の
健
康

状
況
調
査
や
園
内
清
掃
・
消
毒
の
た
め
全

教
員
が
出
勤
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の

日
は
学
年
単
位
で
教
職
員
が
出
勤
し
て
い

ま
し
た
。
近
隣
園
で
は
自
宅
待
機
さ
せ
た

例
や
当
番
制
で
出
勤
の
例
も
あ
る
と
聞
き

ま
し
た
。

休
園
解
除
後
の
二
十
五
日
か
ら
は
、
保

護
者
に
は
毎
日
、
園
児
を
検
温
し
体
調
の

報
告
と
、
熱
が
あ
っ
て
体
調
が
悪
い
と
き

は
登
園
を
見
合
わ
せ
る
よ
う
に
お
願
い
し

ま
し
た
。
教
職
員
に
は
体
調
管
理
の
徹
底

と
毎
朝
の
体
調
報
告
や
、
電
車
通
勤
の
場

合
は
マ
ス
ク
着
用
を
指
示
し
ま
し
た
。
幸

い
な
こ
と
に
、
執
筆
時
点
で
は
、
自
園
関

係
者
に
感
染
者
は
な
く
安
堵
し
て
い
ま
す

が
、
再
開
後
は
、
状
況
に
応
じ
て
自
園
で

判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
臨
時
休
業

等
へ
の
対
応
の
一
定
の
判
断
基
準
は
大
阪

府
か
ら
示
さ
れ
た
も
の
の
、
園
長
の
責
任

の
重
さ
を
感
じ
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
休
園
を
経
験
し
て
感
じ

た
こ
と
は
、
新
型
に
対
す
る
十
分
な
知
見

が
国
や
自
治
体
に
無
く
、
私
た
ち
に
恐
怖

感
、
不
安
感
が
強
か
っ
た
こ
と
。
行
政
、

幼
稚
園
、
保
護
者
と
の
間
に
、
休
日
の
緊

急
連
絡
方
法
の
整
備
が
必
要
な
こ
と
。
感

染
者
等
に
対
す
る
差
別
扱
い
を
知
り
、
今

後
の
発
症
者
が
水
面
下
に
潜
ん
で
し
ま
う

こ
と
で
、
秋
以
後
の
第
二
波
感
染
拡
大
が

心
配
な
こ
と
。
そ
し
て
、
一
週
間
は
耐
え

ら
れ
た
が
更
に
長
期
休
園
の
場
合
は
、
代

替
え
保
育
日
や
保
育
料
、
職
員
の
休
業
に

対
す
る
補
償
の
検
討
が
必
要
と
な
る
こ
と

な
ど
で
す
。
今
回
の
経
験
か
ら
秋
以
後
の

感
染
拡
大
に
備
え
て
、
文
部
科
学
省
や
全

日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
で
、
叡
智
を
集

め
て
対
応
を
検
討
し
て
頂
け
れ
ば
と
願
い

ま
す
。

経
営
研
究
委
員
会
で
は
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
と
し
て
、
保
険
衛
生

面
以
外
の
分
野
で
、
設
置
者
・
園
長
と
し

て
考
え
て
お
く
べ
き
事
項
に
つ
い
て
「
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
」
を
ま
と

め
ま
し
た
。
詳
し
く
は
全
日
私
幼
連
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
の
休
園
を
経
験
し
て



私幼時報／2009.6 ― 15 ―



2009.6／私幼時報― 16 ―



私幼時報／2009.6 ― 17 ―

長
に
選
任
。
議
長
が
定
足
数
を
確
認
し
、

開
会
を
宣
言
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

○
審
議
案
件

一
、
議
事
録
署
名
人
選
任
の
件
／
議
事
録

署
名
人
は
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
関
章
信

評
議
員
、
島
田
保
子
評
議
員
を
選
任
し
ま

し
た
。

二
、
平
成
二
十
年
度
事
業
報
告
の
件
／
本

件
に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
原
案
を

了
承
し
ま
し
た
。

三
、
平
成
二
十
年
度
決
算
報
告
の
件
／
本

件
に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
原
案
を

了
承
し
ま
し
た
。

○
報
告
案
件

一
、
会
務
運
営
報
告
／
委
員
会
委
員
長
か

ら
委
員
会
の
活
動
状
況
等
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

○
協
議
案
件

一
、
免
許
状
更
新
講
習
の
件
／
本
件
に
つ

い
て
協
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

五
月
十
二
日
、
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構

の
第
十
一
回
理
事
会
が
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
で
開
催
さ
れ
、
十
九
人
（
う
ち
委
任

状
出
席
四
人
）の
理
事
が
出
席
し
ま
し
た
。

吉
田
敬
岳
理
事
が
議
長
と
な
り
、
審
議
に

移
り
ま
し
た
。

○
審
議
案
件

一
、
議
事
録
署
名
人
選
任
の
件
／
議
事
録

署
名
人
は
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
前
田
邦

光
理
事
、
岡
健
理
事
を
選
任
し
ま
し
た
。

二
、
平
成
二
十
年
度
事
業
報
告
の
件
／
本

件
に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
原
案
を

了
承
し
ま
し
た
。

三
、
平
成
二
十
年
度
決
算
報
告
の
件
／
本

件
に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
原
案
を

了
承
し
ま
し
た
。

四
、
新
規
賛
助
会
員
入
会
の
件
／
本
件
に

つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
株
式
会
社
全

音
楽
譜
出
版
社
の
入
会
を
承
認
す
る
こ
と

を
議
決
し
ま
し
た
。

五
、
就
業
規
則
等
改
正
の
件
／
本
件
に
つ

い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
原
案
を
了
承
し

ま
し
た
。

○
報
告
案
件

一
、
会
務
運
営
報
告
／
委
員
会
委
員
長
か

ら
委
員
会
の
活
動
状
況
等
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

○
協
議
案
件

一
、
免
許
状
更
新
講
習
の
件
／
本
件
に
つ

い
て
協
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

五
月
十
二
日
、
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構

の
第
九
回
評
議
員
会
が
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
で
開
催
さ
れ
、
五
十
三
人
（
う
ち
委

任
状
出
席
五
人
）
の
評
議
員
が
出
席
し
ま

し
た
。
吉
田
敬
岳
理
事
長
が
招
集
の
あ
い

さ
つ
を
行
な
っ
た
後
、
出
席
し
た
評
議
員

の
互
選
に
よ
り
、
芝
木
捷
子
評
議
員
を
議

◇
会
議
の
開
催
／
⑴
理
事
会
：
第
7
回
理

事
会
5
月
19
日
東
京
・
私
学
会
館
（
出
席

者
二
十
二
人
）
第
8
回
理
事
会
6
月
10
日

東
京
・
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
出
席
者

十
四
人
）第
9
回
理
事
会
11
月
27
日
東
京
・

私
学
会
館
（
出
席
者
十
八
人
）
第
10
回
理

事
会
平
成
21
年
3
月
6
日
東
京
・
私
学
会

館
（
出
席
者
十
四
人
）
⑵
評
議
員
会
：
第

6
回
評
議
員
会
5
月
19
日
東
京
・
私
学
会

館
（
出
席
者
四
十
二
人
）
第
7
回
評
議
員

会
6
月
30
日
東
京
・
私
学
会
館
（
出
席
者

四
十
七
人
）
第
8
回
評
議
員
会
3
月
5
日

東
京
・
私
学
会
館
（
出
席
者
四
十
九
人
）

⑶
監
査
会
：
4
月
18
日
東
京
・
全
日
私
幼

連
事
務
局
（
出
席
者
五
人
）
11
月
20
日
東

京
・
全
日
私
幼
連
事
務
局
（
出
席
者
五
人
）

◇
関
係
団
体
と
の
連
絡
／
文
部
科
学
省
：

平
成
二
十
年
度
教
員
資
格
認
定
試
験
委
員
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／
安
家
周
一

◇
幼
稚
園
教
育
要
領
説
明
会
の
実
施
／

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
て
い

る
「
幼
稚
園
教
育
要
領
」
の
理
解
推
進
の

た
め
の
説
明
講
習
会
開
催
に
対
し
て
、
文

部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課

担
当
官
に
講
師
派
遣
の
出
張
依
頼
を
行
な

い
、
十
八
道
府
県
私
立
幼
稚
園
団
体
へ
助

成
措
置
を
行
な
っ
た
。

◇
幼
稚
園
に
お
け
る
「
学
校
評
価
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
配
布
／
学
校
評
価
の
た
め
の

「
私
立
幼
稚
園
版
学
校
評
価
ガ
イ
ド
」
を

作
成
し
、各
都
道
府
県
団
体
に
配
布
し
た
。

◇
教
員
免
許
更
新
制
の
導
入
に
伴
う
、
免

許
状
更
新
講
習
等
に
つ
い
て
の
企
画
・
実

施
／
文
部
科
学
省
「
平
成
二
十
年
度
免
許

状
更
新
講
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
委
託
事

業
（
予
備
講
習
）」
を
受
託
し
、「
平
成
二

十
年
度
予
備
講
習
」
を
和
歌
山
県
田
辺
市

（
平
成
20
年
8
月
2
日
）、
東
京
都
千
代
田

区
（
平
成
20
年
8
月
9
日
）、
北
海
道
北

見
市
（
平
成
20
年
8
月
16
日
）
で
開
催
・

実
施
し
た
。
ま
た
上
記
以
外
に
、
神
奈
川

県
横
浜
市
（
平
成
20
年
8
月
6
・
7
日
）、

山
梨
県
笛
吹
市
（
平
成
20
年
8
月
6
〜
8

日
）、
山
形
県
鶴
岡
市
（
平
成
20
年
10
月

17
日
）、
神
奈
川
県
川
崎
市
（
平
成
20
年

10
月
22
日
・
11
月
19
日
、
平
成
21
年
1
月

21
日
）、
鳥
取
県
米
子
市
（
平
成
20
年
8

月
22
日
）、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
（
平
成

20
年
8
月
22
日
）、
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

（
平
成
20
年
8
月
6
日
）、
神
奈
川
県
中
郡

大
磯
町
（
平
成
20
年
8
月
26
日
）、
福
岡

県
福
岡
市
（
平
成
20
年
8
月
23
日
）、
静

岡
県
静
岡
市（
平
成
20
年
8
月
6
・
7
日
）、

山
口
県
岩
国
市
（
平
成
20
年
12
月
20
日
、

平
成
21
年
1
月
10
日
・
17
日
）、
大
阪
府

大
阪
市
（
平
成
20
年
12
月
6
日
）、
大
阪

府
大
阪
市
（
平
成
21
年
3
月
26
日
）
で
開

催
・
実
施
し
、
計
十
六
講
座
七
百
十
三
人

が
受
講
し
た
。

◇
「
全
国
研
究
研
修
担
当
者
会
議
」
の
企

画
・
実
施
／
平
成
21
年
1
月
19
日
㈪
・
20

日
㈫
の
両
日
、
京
都
・
京
都
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
を
会
場
に
約
百
十
人
の
都
道
府
県
教

育
研
究
担
当
者
ら
の
参
加
を
得
て
開
催
。

研
修
会
初
日
は
開
会
式
の
後
、「
㈶
全
日

私
幼
研
究
機
構
研
究
研
修
委
員
会
の
活

動
」
に
つ
い
て
東
重
満
・
㈶
全
日
私
幼
研

究
機
構
研
究
研
修
委
員
長
が
報
告
を
行

な
っ
た
。
続
い
て
「
教
員
免
許
更
新
制
〜

平
成
二
十
一
年
度
・
免
許
状
更
新
講
習
に

つ
い
て
」
を
演
題
に
宮
内
健
二
・
文
部
科

学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
職
員
課
教
員
免

許
企
画
室
室
長
が
講
演
。「
教
員
免
許
更

新
制
〜
平
成
二
十
一
年
度
・
本
財
団
が
実

施
す
る
免
許
状
更
新
講
習
に
つ
い
て
」
を

演
題
に
田
中
雅
道
・
㈶
全
日
私
幼
研
究
機

構
副
理
事
長
が
報
告
。
続
い
て
、
地
区
ブ

ロ
ッ
ク
等
に
分
か
れ
、
免
許
状
更
新
講
習

に
つ
い
て
活
発
な
情
報
交
換
・
検
討
協
議

が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
、「
研
究
・
研
修

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
、
パ
ネ
リ
ス
ト

に
は
田
中
雅
道
・
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構

副
理
事
長
、
安
家
周
一
・
全
日
私
幼
連
副

会
長
、
東
重
満
・
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構

研
究
研
修
委
員
長
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
黒
田
秀
樹
・
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
研

究
研
修
副
委
員
長
。な
お
、各
地
区
ブ
ロ
ッ

ク
等
に
分
か
れ
、
免
許
状
更
新
講
習
を
中

心
に
①
私
立
幼
稚
園
に
お
け
る
学
校
評
価

②
五
歳
児
研
究
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
情

報
交
換
・
検
討
協
議
が
行
な
わ
れ
た
。
二

日
目
は
、「
私
立
幼
稚
園
に
お
け
る
学
校

評
価
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
、
パ
ネ

リ
ス
ト
に
は
岩
立
京
子
・
東
京
学
芸
大
学

教
授
、
田
中
泰
行
・
㈶
全
日
私
幼
研
究
機

構
研
究
研
修
委
員
、
齋
藤
善
郎
・
㈶
全
日

私
幼
研
究
機
構
研
究
研
修
委
員
、
中
邑
隆

哉
・
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
研
究
研
修
委

員
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
安
達
譲
・
㈶

全
日
私
幼
研
究
機
構
研
究
研
修
副
委
員
長
。

◇
平
成
二
十
年
度
地
区
教
研
大
会
の
開
催

／
北
海
道
地
区
＝
全
体
会
：
8
月
6
日
・

7
日
（
札
幌
市
）、
札
幌
ブ
ロ
ッ
ク
：
10

月
3
日
・
4
日
（
札
幌
市
）、
道
央
ブ
ロ
ッ

ク
：
8
月
30
日
（
小
樽
市
）、
道
南
ブ
ロ
ッ

ク
：
10
月
11
日（
苫
小
牧
市
）、道
北
ブ
ロ
ッ

ク
：
9
月
27
日（
富
良
野
市
）、道
東
ブ
ロ
ッ

ク
：
10
月
3
日
（
網
走
市
）
東
北
地
区
＝

10
月
17
日
・
18
日
（
山
形
県
・
鶴
岡
市
）

関
東
地
区
＝
8
月
21
日
・
22
日
（
埼
玉
県
・

さ
い
た
ま
市
）
東
京
地
区
＝
7
月
22
日
・

23
日
（
東
京
都
・
千
代
田
区
）
東
海
・
北

陸
地
区
＝
7
月
31
日
・
8
月
1
日
（
三
重

県
・
伊
勢
市
、
鳥
羽
市
）
近
畿
地
区
・
大

阪
地
区
（
合
同
）
＝
8
月
25
日
・
26
日
（
滋

賀
県
・
大
津
市
）
中
国
地
区
＝
8
月
21
日
・

22
日
（
鳥
取
県
・
米
子
市
）
四
国
地
区
＝

8
月
5
日
・
6
日
（
高
知
県
・
高
知
市
）

九
州
地
区
＝
8
月
21
日
・
22
日
（
佐
賀
県
・

佐
賀
市
）

◇
「
研
修
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
作
成
・
頒

布
／
幼
稚
園
に
お
け
る
学
校
評
価
に
伴

い
、
保
育
者
と
し
て
の
資
質
向
上
研
修
俯

瞰
図
を
も
と
に
各
教
員
の
研
修
履
歴
等
が

残
せ
る
よ
う
「
研
修
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の

作
成
・
頒
布
を
行
な
っ
た
。

◇
優
秀
教
員
表
彰
制
度
の
創
設
／
優
秀
教

員
表
彰
者
制
度
を
創
設
し
、
同
表
彰
制
度
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が
「
免
許
状
更
新
講
習
の
免
除
対
象
者
と

な
る
表
彰
制
度
」
と
な
る
よ
う
文
部
科
学

省
初
等
中
等
教
育
局
教
職
員
課
と
検
討
協

議
を
重
ね
た
。

◇
平
成
22
・
23
年
度
教
育
研
究
課
題
の
検

討
／
平
成
二
十
二
年
度
に
作
成
・
配
布
予

定
の
「
平
成
二
十
二
・
二
十
三
年
度
教
育

研
究
課
題
」
の
検
討
・
協
議
を
行
な
っ
た
。

◇
「（
仮
称
）
幼
児
教
育
実
践
学
会
」
設

立
の
検
討
・
準
備
／
平
成
二
十
二
年
度
に

設
立
予
定
の
「（
仮
称
）
幼
児
教
育
実
践

学
会
」
の
検
討
・
協
議
を
行
な
っ
た
。

◇
教
員
免
許
更
新
制
へ
の
対
応
／
「
免
許

状
更
新
講
習
必
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
作

成
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
、
お
よ
び
「
文
部

科
学
省
平
成
二
十
一
年
度
免
許
状
更
新
講

習
開
設
事
業
費
等
補
助
金
」
へ
の
申
請
を

行
な
っ
た
。

◇
平
成
二
十
年
度
「
教
員
免
許
更
新
制
ガ

イ
ド
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）」
の
作
成
・
配

布
／
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
の
「
免
許
状

更
新
講
習
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）」
本
格
実

施
に
伴
い
、
本
財
団
版
「
教
員
免
許
更
新

制
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
、
各
都
道
府
県
私

立
幼
稚
園
団
体
に
配
布
し
た
。

◇
幼
稚
園
に
お
け
る
学
校
評
価
の
作
成
／

学
校
評
価
の
た
め
の
「
幼
稚
園
に
お
け
る

学
校
評
価
」（
フ
レ
ー
ベ
ル
館
）
を
作
成

し
た
。
本
冊
子
は
、
平
成
十
八
年
に
発
行

し
た「
私
立
幼
稚
園
の
自
己
評
価
と
解
説
」

（
フ
レ
ー
ベ
ル
館
）
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
版

で
あ
る
。

◇
家
庭
・
地
域
に
お
け
る
教
育
力
の
向
上

を
支
援
す
る
事
業
／
昨
年
度
に
引
き
続

き
、「
家
庭
・
地
域
に
お
け
る
教
育
力
の

向
上
支
援
事
業
（
第
二
期
）（
家
庭
・
地

域
の
教
育
力
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
：
平
成

20
年
1
月
10
日
〜
11
月
10
日
）」
を
実
施

し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
20
年
9

月
11
日
㈭
、
東
京
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ

谷
（
私
学
会
館
）
に
お
い
て
、
㈶
全
日
私

幼
研
究
機
構
の
第
二
回
「
子
育
て
の
支
援

フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
遊
び
の
天
才
、
学
び
の

天
才　

子
ど
も
っ
て
素
晴
ら
し
い
！
」

（
後
援
＝
文
部
科
学
省
／
協
力
＝
全
日
私

幼
連
、
全
日
私
幼
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
）
を
開

催
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
し
ん
ぶ
ん
、
私
幼
時
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
た
呼
び
か
け
に
応

じ
て
、
全
国
か
ら
幼
児
期
の
子
ど
も
が
い

る
保
護
者
及
び
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方

等
約
五
百
五
十
人
が
参
加
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、『
子
育
っ
て
、
本

当
に
楽
し
い
ね
』を
テ
ー
マ
に
戸
田
雅
美
・

東
京
家
政
大
学
教
授
、
篠
原
孝
子
・
文
部

科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課
教

科
調
査
官
、
木
場
弘
子
・
キ
ャ
ス
タ
ー
、

千
葉
大
学
特
命
教
授
を
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に

迎
え
、「
生
ま
れ
た
と
き
の
状
況
」「
大
変

だ
っ
た
こ
と
、
苦
し
か
っ
た
こ
と
」「
喜

び
を
感
じ
た
こ
と
」「
幼
稚
園
と
の
協
力
、

活
用
」
な
ど
子
育
て
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
行
な
っ
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
前
田
邦
光
・
㈶
全
日
私
幼
研
究
機

構
理
事
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
概
要
は
、
保
護

者
等
に
向
け
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
し
ん
ぶ
ん
平
成

二
十
年
十
月
号
や
私
幼
時
報
十
月
号
で
特

集
と
し
て
掲
載
し
た
。

◇
Ｐ
Ｔ
Ａ
し
ん
ぶ
ん
の
発
行
／
Ｐ
Ｔ
Ａ
し

ん
ぶ
ん
を
発
行
し
た
。（
八
月
除
く
十
一
回
）

◇
私
幼
時
報
の
発
行
／
私
幼
時
報
を
毎
月

一
回
発
行
（
十
二
回
）
し
た
。

◇
幼
児
教
育
に
お
け
る
国
際
交
流
等
に
関

す
る
事
業
／
海
外
の
幼
児
教
育
事
情
に
つ

い
て
梅
原
弘
史
・
文
部
科
学
省
初
等
中
等

教
育
局
幼
児
教
育
課
専
門
官
に
執
筆
い
た

だ
き
、
私
幼
時
報
四
月
号
、
五
月
号
に
掲

載
し
た
。

ま
た
、
平
成
20
年
5
月
20
日
、
ド
イ
ツ

連
邦
共
和
国
の
青
少
年
・
幼
児
教
育
関
係

者
十
一
人
（
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ユ
ン
グ
団

長
）
が
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
事
務
局
に

来
訪
さ
れ
、
日
本
の
私
立
幼
稚
園
の
概
要

や
教
員
研
修
の
仕
組
み
等
に
つ
い
て
情
報

交
換
を
行
な
っ
た
。
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財務諸表に対する注記

1. 重要な会計方針
（1）有価証券の評価基準および評価方法

満期保有目的の債券・・・償却原価法（定額法）によっている。
（2）引当金の計上基準

退職給付引当金・・・期末退職給与の自己都合要支給額に相当する金額を計上している。
（3）消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

2. 基本財産および特定資産の増減額およびその残高
基本財産および特定資産の増減額およびその残高は、次のとおりである。

（単位：円）
科　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
預金 0 0 0 0
有価証券（国債） 100,000,000 0 0 100,000,000
小計 100,000,000 0 0 100,000,000

特定資産
退職給付引当資産 3,146,000 300,000 0 3,446,000
小計 3,146,000 300,000 0 3,446,000
合計 103,146,000 300,000 0 103,446,000

3. 基本財産および特定資産の財源等の内訳
基本財産および特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）
科　目 当期末残高 （うち指定正味財産からの充当額） （うち一般正味財産からの充当額）（うち負債に対応する額）

基本財産
有価証券（国債） 100,000,000 （100,000,000） 0 -
小計 100,000,000 （100,000,000） 0 -

特定資産
退職給付引当資産 3,446,000 0 0 （3,446,000）
小計 3,446,000 0 0 （3,446,000）
合計 103,446,000 （100,000,000） 0 （3,446,000）

4. 満期保有目的の債券の内訳ならびに帳簿価額、時価および評価損益
満期保有目的の債券の内訳ならびに帳簿価額、時価および評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）
科　目 帳簿価額 時価 評価損益

有価証券（国債） 100,000,000 } 102,130,000 1,770,000
有価証券（国債） 360,000

合計 100,360,000 102,130,000 1,770,000

5. 債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高および当該債権の当期末残高（貸倒引当金を直接控除した残額
のみを記載した場合）
債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高および当該債権の当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）
科　目 債権金額 貸倒引当金の当期末残高 債権の当期末残高

未収入金 1,752,214 0 1,752,214
合計 1,752,214 0 1,752,214

6. 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額および残高
補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額および残高は、次のとおりである。

（単位：円）
補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 貸借対照表上の記載区分

助成金
日宝協助成金 日本宝くじ協会 0 43,000,000 43,000,000 0 -
私学研修福祉会助成金 ㈶私学研修福祉会 0 12,000,000 12,000,000 0 -
全日私幼連助成金 全日本私立幼稚園連合会 0 6,000,000 6,000,000 0 -

合計 0 61,000,000 61,000,000 0
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１
．
は
じ
め
に

改
正
教
育
基
本
法
、
骨
太
の
方
針
二
〇

〇
六
な
ど
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
年
五
月

よ
り
有
識
者
、
地
方
公
共
団
体
か
ら
な
る

研
究
会
で
の
検
討
し
た
結
果
を
中
間
的
に

取
り
ま
と
め
た
。

２
．
幼
児
教
育
無
償
化
の
意
義
及
び
必
要

性
・
重
要
性

幼
児
教
育
に
関
し
て
は
近
年
、
①
そ
の

重
要
性
に
関
す
る
認
識
が
高
ま
っ
て
き
て

い
る
②
実
証
研
究
や
脳
科
学
研
究
か
ら
教

育
的
・
社
会
経
済
的
効
果
が
明
ら
か
に

な
っ
た
③
少
子
化
対
策
と
し
て
も
経
済
的

負
担
の
軽
減
が
求
め
ら
れ
て
い
る
④
諸
外

国
も
無
償
化
の
取
組
を
進
め
て
い
る
と
と

も
に
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
中
で
も
我
が
国

の
幼
児
教
育
に
対
す
る
支
出
は
極
め
て
低

い
こ
と
か
ら
、
幼
児
教
育
の
無
償
化
は
国

家
戦
略
上
の
喫
緊
の
課
題
。

３
．
無
償
化
の
対
象

⑴
総
論

無
償
化
の
対
象
と
し
て
は
、
幼
児
期
に

ふ
さ
わ
し
い
教
育
が
制
度
的
に
担
保
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
必
要
。

⑵
対
象
者

基
本
的
に
は
、
①
幼
稚
園
、
②
「
認
定

こ
ど
も
園
」
の
幼
稚
園
機
能
部
分
、
③
認

可
「
保
育
所
」
に
在
籍
す
る
幼
児
を
無
償

化
の
対
象
と
す
る
方
向
で
検
討
す
べ
き
。

な
お
、
認
可
外
保
育
施
設
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
保
育
制
度
改
革
の
議
論
の
中
で
検

討
さ
れ
る
こ
と
が
適
当
。

⑶
対
象
年
齢

・
幼
稚
園
に
在
籍
す
る
幼
児
に
つ
い
て

は
、全
て
の
幼
稚
園
児
（
三
〜
五
歳
児
）

を
対
象
と
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
べ

き
。
認
定
こ
ど
も
園
の
幼
稚
園
機
能
部

分
に
在
籍
す
る
幼
児
も
こ
れ
に
準
ず
る
。

・
保
育
所
の
幼
児
に
つ
い
て
も
、
三
〜
五

歳
児
は
無
償
化
の
対
象
に
含
め
る
の
が

適
当
と
考
え
ら
れ
る
が
、
認
可
外
保
育

施
設
の
扱
い
や
保
育
制
度
に
お
け
る
無

償
化
の
在
り
方
と
併
せ
て
、
ま
ず
は
保

育
制
度
改
革
の
議
論
の
中
で
検
討
さ
れ

る
こ
と
が
適
当
。

４
．
無
償
化
の
仕
組
み

⑴
無
償
化
の
仕
組
み

・
こ
こ
で
は
、
幼
稚
園
及
び
認
定
こ
ど
も

園
の
幼
稚
園
機
能
部
分
の
無
償
化
の
具

体
的
な
仕
組
み
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

・
現
行
の
機
関
補
助
と
個
人
給
付
の
二
本

立
て
に
よ
る
幼
児
教
育
の
振
興
を
前
提

と
し
た
上
で
、
現
行
の
幼
稚
園
就
園
奨

励
費
補
助
制
度
を
基
本
と
し
つ
つ
、
こ

れ
を
拡
充
し
た
個
人
給
付
制
度
に
よ
り

実
現
す
る
こ
と
が
適
当
。

・
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
制
度
と
す

る
方
向
で
検
討
す
べ
き
。（
図
表
１
）

①
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
制
度
を
基

本
と
し
た
上
で
、
幼
児
教
育
の
た
め
の

確
実
な
支
給
等
の
観
点
か
ら
、
幼
稚
園

が
代
理
受
領
で
き
る
制
度
と
す
る
。
②

無
償
化
の
対
象
経
費
は
、
各
施
設
に
お

け
る
「
入
園
料
」
と
「
四
時
間
の
保
育

を
実
現
す
る
た
め
の
必
要
相
当
の
保
育

料
」
の
全
国
的
な
平
均
額
を
基
準
と
す

今
後
の
幼
児
教
育
の
振
興
方
策
に
関
す
る
研
究
会
中
間
報
告

「
幼
児
教
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
」（
概
要
）
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る
。
そ
の
際
、
教
育
の
質
を
高
め
る
観

点
か
ら
、
特
色
あ
る
教
育
環
境
の
整
備

等
の
た
め
に
追
加
の
費
用
を
徴
収
す
る

こ
と
も
可
能
と
す
る
方
向
で
検
討
。

・
ま
た
、
制
度
の
確
実
か
つ
安
定
的
な
実

施
の
観
点
か
ら
、
法
制
度
化
（
市
町
村

に
対
す
る
支
給
の
義
務
付
け
及
び
国
の

負
担
の
明
確
化
な
ど
）
を
含
め
て
検
討

す
べ
き
。

⑵
無
償
化
に
関
連
す
る
課
題

（
ア
）
教
育
の
質
の
維
持
・
向
上
に
つ

い
て
／
自
己
評
価
等
の
実
施
と
公
表
、

幼
稚
園
・
保
育
所
の
教
員
や
保
育
士
等

の
合
同
研
修
の
促
進
な
ど
、
質
の
向
上

の
た
め
の
更
な
る
取
組
の
推
進
に
努
め

る
べ
き
。

（
イ
）
義
務
教
育
化
に
つ
い
て
／
現
状

で
は
、
保
護
者
が
施
設
に
通
わ
せ
ず
に

教
育
を
行
う
こ
と
を
一
律
に
否
定
し

て
、
施
設
に
お
け
る
教
育
を
制
度
と
し

て
義
務
付
け
る
こ
と
は
、
国
民
的
な
合

意
が
得
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、

無
償
化
後
の
幼
児
教
育
の
普
及
状
況
や

今
後
の
国
民
的
な
議
論
を
踏
ま
え
て
検

討
し
て
い
く
べ
き
。

（
ウ
）
国
・
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
幼

児
教
育
の
提
供
の
責
務
に
つ
い
て
／
国

及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
認
定
こ
ど
も

園
制
度
の
活
用
を
含
め
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
、
幼
児
教
育
が
提
供
さ
れ
る

環
境
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
。

５
．
無
償
化
の
財
源
及
び
制
度
化
の
時
期

⑴
財
源

・
必
要
と
な
る
追
加
公
費
の
額
は
、
国
及

び
地
方
公
共
団
体
で
合
わ
せ
て
、
約
七

千
九
百
億
円
と
推
計
さ
れ
る
。（
図
表

２
、
３
）

・
幼
児
教
育
の
無
償
化
は
、
少
子
化
対

策
上
の
重
要
な
施
策
の
一
つ
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
平
成
二
十
年
十
二
月
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
社
会
保
障

構
築
と
そ
の
安
定
財
源
確
保
に
向
け
た

「
中
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
」」
に
お
け
る
少
子

化
対
策
と
し
て
位
置
付
け
、
安
定
財
源

を
確
保
し
た
上
で
実
施
す
る
こ
と
が
適

当
。

⑵
制
度
化
の
時
期

・
消
費
税
を
含
む
税
制
の
抜
本
改
革
を
行

う
た
め
の
法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
時

期
及
び
保
育
制
度
改
革
の
時
期
の
動
向

等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
検
討
す
べ
き
。

・
無
償
化
が
実
現
す
る
ま
で
の
間
は
、
幼

稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
制
度
の
拡
充
な

ど
に
よ
り
、
幼
児
教
育
に
関
す
る
財
政

措
置
を
拡
充
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
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昭
和
三
十
九
年
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
ご
記
憶
に
残

っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
当
時

の
東
京
の
私
立
幼
稚
園
数
八
百
三
園
で
園

児
数
十
三
万
五
千
三
百
八
人
で
し
た
。
当

時
、
電
車
に
は
冷
房
な
ど
な
く
窓
を
開
け

て
運
行
し
て
い
ま
し
た
。
総
武
線
で
隅
田

川
の
鉄
橋
を
渡
る
と
き
川
の
汚
れ
の
た
め

異
臭
で
息
を
止
め
て
通
過
し
た
時
代
で
し

た
。今
は
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り
、

大
き
な
鯉
も
悠
然
と
泳
い
で
い
ま
す
。
そ

し
て
現
在
の
東
京
の
私
立
幼
稚
園
数
は
八

百
六
十
五
園
、
園
児
数
十
六
万
一
千
二
百

七
人
。認
定
こ
ど
も
園
は
三
十
三
施
設（
幼

保
連
携
型
４
、
幼
稚
園
型
20
、
保
育
所
型

５
、
地
方
裁
量
型
４
）
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
勇
気
と
感
動

を
与
え
た
い
と
い
う
こ
と
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
も
う
一
度
開
催
し
た
い
と
立
候
補
し

ま
し
た
。
本
連
合
会
で
も
招
致
に
何
か
お

役
に
立
て
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
テ
ー
マ
に
描
い
た
「
こ
ど
も

た
ち
に
よ
る
絵
画
展
」
を
開
催
し
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
都
議
会
議
事
堂

内
都
政
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
去
る
四
月

八
日
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
絵
画
展
の
趣
旨
は
本
連
合
会
加
盟

園
の
園
児
た
ち
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
描
い
た
「
わ
た
し
の
夢
」
の

絵
を
展
示
す
る
こ
と
で
、
私
立
幼
稚
園
に

お
け
る
教
育
の
一
端
を
紹
介
し
、
都
民
の

皆
様
に
私
立
幼
稚
園
へ
の
理
解
を
一
層
深

め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
二
〇
一
六
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招

致
に
対
す
る
気
運
を
高
め
る
た
め
に
行
な

わ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て

東
京
都
副
知
事
谷
川
健
次
様
、
次
に
比
留

間
東
京
都
議
会
議
長
よ
り
都
議
会
を
代
表

し
て
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
な
わ
れ
、
絵
画
展
の

幕
が
開
き
ま
し
た
。

岡
山
県
で
は
、
平
成
二
十
年
度
に
次
の

三
つ
の
問
題
が
起
こ
っ
て
い
た
の
で
制
度

の
変
更
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

①
予
算
総
額
が
、
園
児
一
人
当
た
り
の
単

価
に
園
児
数
を
乗
じ
て
算
出
（
園
児
割
）

し
て
お
り
、
園
の
経
常
的
経
費
と
の
関
連

性
を
加
味
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
今
後
と
も
、
少
子

化
の
進
行
に
よ
る
園
児
の
減
少
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
予
算
積
算

方
法
で
は
、
中
長
期
な
見
通
し
が
立
ち
に

く
い
こ
と
で
す
。
②
予
算
総
額
を
園
児
割

以
外
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
に
よ
り
按
分

し
て
算
出
し
、
配
分
す
る
為
、
補
助
金
額

と
経
常
的
経
費
と
の
関
連
性
が
必
ず
し
も

明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
個

々
の
園
の
経
営
努
力
が
補
助
金
額
に
直
接

反
映
さ
れ
に
く
い
こ
と
で
す
。
③
予
算
総

額
を
②
の
通
り
算
出
し
、
各
園
へ
配
分
す
る

の
で
、
そ
の
仕
組
み
が
複
雑
で
分
か
り
難

い
の
と
同
時
に
、
他
園
の
状
況
等
に
よ
り
、

自
園
の
配
分
額
が
変
動
す
る
こ
と
に
な
り
、

各
園
に
お
い
て
は
、
補
助
金
額
を
予
め
算

出
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
収
支
計
画

等
が
立
て
に
く
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
持
続
可
能
性
と
活

力
・
簡
素
・
公
平
の
視
点
を
踏
ま
え
、
標

準
的
運
営
費
方
式
の
導
入
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
標
準
的
運
営
費
方
式
は
、
園
ご

と
に
岡
山
市
内
の
公
立
幼
稚
園
を
モ
デ
ル

と
し
て
、
標
準
的
な
教
職
員
人
件
費
、
教

育
活
動
費
や
施
設
維
持
管
理
費
な
ど
を
積

算
し
補
助
金
額
を
算
出
す
る
方
法
で
あ

り
、
そ
の
合
計
額
が
そ
の
園
の
予
算
総
額

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
方
式
で
は
、

各
園
の
経
営
努
力
が
補
助
金
に
反
映
さ
れ

や
す
く
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
予
見

性
の
あ
る
園
経
営
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
本
県
に
相
応
し
い
私
学
助

成
制
度
を
確
立
す
る
よ
う
、
ま
た
、
効
果

的
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
適
宜
そ
の
対
応

策
を
検
討
し
て
い
く
所
存
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
テ
ー
マ
に
描
い
た

「
こ
ど
も
た
ち
に
よ
る
絵
画
展
」

新
た
な
経
常
費
補
助
制
度
の
あ
り
方
へ

東京都メモ
面積：2,186.94㎢
都の花：ソメイヨシノ
都の木：イチョウ
都民の鳥：ユリカモメ

岡山県メモ
面積：7,113.2㎢
県の花：モモの花
県の木：アカマツ
県民の鳥：キジ
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
直
前
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
多
く
の
人
が
海

外
へ
出
か
け
ま
し
た
。
兵
庫
や
大
阪
の
園

は
休
園
と
な
り
、
他
県
の
園
は
情
報
収
集

に
追
わ
れ
ま
し
た
◆
定
時
総
会
で
経
営
研

究
委
員
長
よ
り
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

へ
の
対
応
」
速
報
版
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
四
月
初
め
か
ら
す
で
に
取
り
組
ん

で
い
た
こ
と
で
、
ま
だ
研
究
途
中
で
は
あ

り
ま
す
が
速
報
と
し
て
利
用
し
て
欲
し
い

と
藤
田
委
員
長
よ
り
伝
え
ら
れ
ま
し
た
◆

吉
田
会
長
は
、
就
任
一
年
、
五
人
の
副
会

長
と
共
に
活
発
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
各
委
員
会
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

よ
り
具
体
的
に
動
き
実
行
し
て
い
く
四
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
た
ち
あ
げ
ま
し
た
。

こ
ど
も
の
豊
か
な
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
よ

り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開
案
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
賛
否
を
問
わ
れ
、
討
議
の
結
果
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
◆
今
回
の
総
会
で
は
全

日
私
幼
連
の
組
織
力
を
頼
も
し
い
と
感
じ

ま
し
た
。
誰
か
が
誰
か
の
た
め
に
時
間
を

割
き
努
力
す
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
。
任

せ
る
と
は
信
じ
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
に
感

謝
と
い
う
二
文
字
も
忘
れ
な
い
で
い
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。

本
年
七
月
一
日
、平
成
二
十
一
年「
経

済
セ
ン
サ
ス-

基
礎
調
査
」
が
全
国
一

斉
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
事

業
所
・
企
業
統
計
調
査
等
の
大
規
模
調

査
を
統
合
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
調

査
の
結
果
は
、
国
、
都
道
府
県
、
市
区

町
村
が
施
策
等
を
策
定
す
る
際
の
基
礎

資
料
と
な
り
ま
す
。

調
査
方
法
は
、
六
月
中
旬
か
ら
調
査

員
が
訪
問
し
て
直
接
調
査
票
を
配
布
・

回
収
す
る
方
法
が
主
と
な
り
ま
す
が
、

一
部
に
つ
い
て
は
郵
送
等
で
調
査
票
を

配
布
・
回
収
す
る
方
法
で
行
な
わ
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●必修領域「教職についての省察並びに子どもの変化、教育政策の動向及び学校の内外における連携協力についての理解に関する
事項」に関する免許状更新講習

講 習 の
開 催 地 講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定

番号

北海道
札幌市

　「教職についての省察」「子どもの変化について
の理解」「教育政策の動向についての理解」「学校
の内外における連携協力についての理解」の４つ
の事項について、教員に求められる最新の知識・
技能の修得と今日的な教育課題についての理解を
深めることを目指す。また、幼稚園教諭免許状の
更新者に焦点を当てた内容としている。

大西　道子（札幌大谷大学短期大学部保
育科教授）
甲斐　仁子（藤女子大学人間生活部教授）
毛利　悦子（函館大谷短期大学こども学
科准教授）
佐藤　公文（わかば幼稚園園長、北海道
教育大学教育学部旭川校非常勤講師）

12時間 平成21年7月30日～
平成21年7月31日 150 人

平21-
81345-
00865号

宮城県
仙台市

　①幼稚園を巡る近年の状況の変化②教育のプロ
セス（目標・計画－実践－評価）③幼稚園教育の
めざすもの（「子ども観」「教育観」）④教育におけ
る教員の役割⑤気になる子どもたちの急増⑥家庭
や社会環境に起因する気になる子ども⑦特別な発
達的ニーズを持つ気になる子ども⑧新教育基本法
と改正学校教育法の内容についての検討⑨新しい
学習指導要領・幼稚園教育要領の改正に至るまで
の背景と議論⑩今日の幼稚園の社会的な役割⑪幼
稚園教育をめぐる最新情報についての理解

片岡　彰（聖和学園短期大学教授）
足立　智昭（宮城学院女子大学教授）
牛渡　淳（仙台白百合女子大学教授）
石田　一彦（尚絅学院大学女子短期
大学部教授）

12時間 平成21年8月8日～
平成21年8月9日 50人

平21-
81345-
00861号

山形県
山形市

　幼稚園教諭を対象とした「教職についての省察」
「子どもの変化についての理解」「教育政策の動向
についての理解」「学校の内外における連携協力に
ついての理解」の４つの事項について、教員に求
められる最新の知識・技能の修得と今日的な課題
についての理解を深めることを目指す。

東　重満（光塩学園女子短期大学非常
勤講師、札幌国際大学短期大学部非常
勤講師、藤女子大学非常勤講師 )
関　章信（福島めばえ幼稚園理事長 ･
園長、（財）全日本私立幼稚園幼児教
育研究機構研究研修委員 )
下村　一彦（山形短期大学専任講師）
福田　真一（山形短期大学准教授）
滝澤　真毅（山形短期大学准教授、釧
路短期大学幼児教育学科専任教員、小
児科発達外来非常勤心理士）
村上　智子（山形短期大学専任講師）
片桐　道子（山形短期大学准教授（現職））

12時間 平成21年8月22日,
平成22年1月9日 50人

平21-
81345-
00862号

神奈川県
横浜市

　「教職についての省察」「子どもの変化について
の理解」「教育政策の動向についての理解」「学校
の内外における連携協力についての理解」の４つ
の事項について、教員に求められる最新の知識・
技能の習得と今日的な教育課題についての理解を
深めることを目指す。

平山　許江（文京学院大学教授）
鈴木　忠（白百合女子大学教授）
渡邊　眞一（横浜国立大学非常勤講
師）
安達　譲（大阪薫英女子短期大学非
常勤講師）

12時間 平成21年8月4日～
平成21年8月5日 150 人

平21-
81345-
00863号

石川県
金沢市

　「教職についての省察」「子どもの変化について
の理解」「教育政策の動向についての理解」「幼稚
園内外における連携協力についての理解」の４つ
の事項について、教員に求められている最新の知
識・技能の修得と今日的な教育課題についての理
解を深めることを目指す。

東　重満（学校法人東学園美晴幼稚
園園長、（財）全日本私立幼稚園幼
児教育研究機構研究研修委員長、札
幌国際大学短期大学部幼児教育保育
科非常勤講師）
田中　雅道（学校法人光明幼稚園園
長、（財）全日本私立幼稚園幼児教
育研究機構副理事長）

12時間 平成21年8月19日～
平成21年8月20日 100 人

平21-
81345-
00864号

兵庫県
神戸市

　「教職についての省察」「子どもの変化についての理
解」「教育政策の動向についての理解」「学校の内外に
おける連携協力についての理解」の４つの事項につい
て、教員に求められる最新の知識・技能の修得と今日
的な教育課題についての理解を深めることを目指す。

小田　豊（独立行政法人国立特別支
援教育総合研究所理事長）
佐藤　哲也（兵庫教育大学大学院学
校教育研究科准教授）

12時間 平成21年8月21日～
平成21年8月22日 80人

平21-
81345-
00866号

●選択領域「教科指導、生徒指導その他教育の充実に関する事項」に関する免許状更新講習
講 習 の
開 催 地 講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定

番号

北海道
札幌市

　「保育現場での質を高める」「保育の役割を広く
深める」の２つの事項について理解と実践をふり
返り、応用力をつけ保育現場における現代的な課
題に関する知識と理解を得ることを目指す。また、
幼稚園教諭免許状の更新者に焦点を当てた内容と
している。

山田　りよ子（藤女子大学人間生活
学部准教授）
拓殖　純一（札幌大谷大学短期大学
部保育科准教授）
伏見　千悦子（札幌国際大学短期大
学部幼児教育保育学科講師）

6時間 平成21年 7月28日 100 人
平21-
81345-
58196号

北海道
札幌市

　「保育現場での質を高める」「保育の役割を広く
深める」の２つの事項について理解と実践をふり
返り、応用力をつけ保育現場における現代的な課
題に関する知識と理解を得ることを目指す。ま
た、幼稚園教諭免許状の更新者に焦点を当てた内
容としている。

芝木　捷子（なかのしま幼稚園園
長、札幌国際大学短期大学部非常勤
講師）
吉田　耕一郎（北見北光幼稚園園
長、北翔大学非常勤講師、帯広大谷
短期大学非常勤講師）　
内山　隆（札幌国際大学短期大学部
幼児教育保育学科教授）

6時間 平成21年 7月29日 100 人
平21-
81345-
58197号

北海道
岩見沢市

　「保育現場での質を高める」「保育の役割を広く深
める」の２つの事項について理解と実践をふり返り、
応用力をつけ保育現場における現代的な課題に関す
る知識と理解を得ることを目指す。また、午前中は
公開保育園において保育研究を行うなど、幼稚園教
諭免許状の更新者に焦点を当てた内容としている。

土門　裕之（拓殖大学北海道短期大
学保育課教授（学科長）） 6時間 平成21年8月29日 50人

平21-
81345-
58198号
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講 習 の
開 催 地 講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定

番号

青森県
青森市

　「ことば遊びを楽しむ」「輝く子どもの未来づくり－健
康と生活を考える－」をテーマに、＜言葉＞と＜健康＞
の面から、子どもの生活と発達の援助を考える。すぐに
実行できるアイデアや手軽にできる遊びを交えて講習を
すすめ、幼児の指導に生かせる知識・技能の習得を目指す。

外崎充子（八戸短期大学教授幼児保
育学科長）
前橋　明（早稲田大学人間科学学術
院健康福祉科学科教授）

6時間 平成21年 8月10日 30人
平21-
81345-
58189号

宮城県
仙台市

　①幼児期の発達の基盤となる人間関係②幼児期
の対人関係と自我の発達③３～６歳児の仲間関係
の特徴と集団づくり④特別な配慮を要する子供の
仲間関係と保育⑤ルソーと自然⑥ペスタロッチと
保育者⑦フレーベルと遊び⑧倉橋惣三と幼児教育

杉山　弘子（尚絅学院大学女子短期
大学部教授）
東　義也（尚絅学院大学女子短期大
学部准教授）

6時間 平成21年7月26日 50人
平21-
81345-
58185号

宮城県
仙台市

　①幼児期における運動能力の発達特性を、実際の測定
データを基に解説する。また、近年の幼児の運動能力の
低下の現状とそれにまつわる健康上の問題点を示すとと
もに、健康で丈夫な身体を作るための運動処方の視点や
方法について述べる②幼稚園教育要領に示された健康な
心と体を育てるための食育の推進③幼児の食の現状分析
とその背景に応じた食育のあり方④家庭地域との連携

郷司　文男（宮城学院女子大学教授）
朝倉　清（東北生活文化大学短期大
学部教授）

6時間 平成21年8月22日 50人
平21-
81345-
58187号

福島県
福島市

　幼稚園教諭を受講対象者とする。教育要領と指導計
画から園内のリーダーとしての計画・記録・評価の指
導について、実践的な内容を元に考察する。また、園
の方針を明確に伝える技術や幼稚園運営における父母
の会の活動のあり方などを考察することにより、保護
者とのコミュニケーションや保護者の気持ちの受け止
め方を通して家庭援助論の理解を深める。

柴崎　正行（大妻女子大学教授）
兵頭　惠子（冨士見幼稚園主任） 6時間 平成21年8月18日 30人

平21-
81345-
58194号

茨城県
つくば市

　①日頃の保育について、振り返りの方法を具体的な事
例をもとに考察し、自己の教育観を省察する②より質の
高い保育者をめざすためには、どのような視点で、どの
ような分析をし、自己評価をするのか、その方法を学ぶ。

浅野　房雄（つくば国際短期大学保
育科教授） 6時間 平成21年 7月30日 80人

平21-
81345-
58184号

茨城県
つくば市

　①幼児の心身の発達をふまえ，食育について現状を
考察し，指導のあり方，実践方法について学ぶ②幼児
の育ちに大きくかかわる環境について考え、社会環
境、家庭環境の変化による、食生活や、睡眠時間の質
の変化に伴う生活習慣病の予防や、健康について学ぶ。

平野　千秋（つくば国際大学栄養学
部学科長） 6時間 平成21年 7月31日 80人

平21-
81345-
58186号

群馬県
渋川市

　教育要領の改訂にあたり、自園の教育課程のあり
方を見直し、より教育要領に沿った内容の教育課程
に編纂していくことが重要である。そのために具体
的な編纂の方法や書き方などを学び自園へ持ち帰
る。また、幼小連携について学びの時間を持ち、教
育事務所、小学校教諭、幼稚園教諭を交えて幼小連
携について話し合う。そのことにより幼稚園での保
育内容を省察し幼児の学びについて深めていく。

柳　晋（育英短期大学准教授）
平田　智久（十文字大学女子大学人
間生活学部児童幼児教育学科教授）
高梨　珪子（東京未来大学教授）

6時間 平成21年8月17日～
平成21年8月18日 30人

平21-
81345-
58195号

神奈川県
相模原市

　保育に必要なカウンセリングに関する幅広い知識
と技法について学び、理不尽な保護者への対応など
も含めて、具体的事例の検討やロールプレイングな
どを通して実践的な力量を高めていく。また、特別
な配慮の必要な子ども、ＪＤやＡＤＨＤなど軽度の
発達障がいのある子どもへの対応について発達保障
の観点から考え、その基本的スキルを学んでいく。

尾崎　康子（相模女子大学人間社会学部
教授）
竹下　昌之（相模女子大学学芸学部教授）
Toth Gabor（相模女子大学学芸学部准教
授）
河尾　豊司（相模女子大学学芸学部准教
授）

6時間 平成21年8月1日 50人
平21-
81345-
58199号

神奈川県
相模原市

　保育の質の向上のための保育記録の取り方とその活か
し方について、具体的な事例など基にしながら学んでい
く。また、教育者に求められる資質・能力について、保
育の現場における新人保育士育成のあり方などを取り上
げながら、保育の質の向上と関連させて考えていく。

佐藤　道幸（相模女子大学学芸学部教授）
池田　仁人（相模女子大学学芸学部准教授）
宇田川　久美子（習院女子大学国際文化交
流学部非常勤講師）
齋藤　正典（相模女子大学学芸学部准教授）

6時間 平成21年8月2日 50人
平21-
81345-
58200号

新潟県
新潟市

　本講習は、幼稚園教育に携わる教諭の多様なニーズ
に応じた講習、幼稚園教育における専門的な知識や技
能の習得、幼稚園教諭としての資質向上のための意義
ある講座とするため①指導計画立案に於けるみとり、
記録、環境の構成②園内研修の構築③保育者の協働
（ティーム保育）④保育者間の滑な人間関係④保育者
間の滑な人間関係などを中心に講義を行う。

岡　　健（大妻女子大学家政学部准
教授）
平山　許江（文京学院大学人間学部
教授）

6時間 平成21年8月21日 50人
平21-
81345-
58188号

石川県
金沢市

　①幼小の接続期の教育②幼稚園教育と小学校教育
の滑な接続のために、幼児と児童の交流③双方の教
員がお互いの教育内容や指導方法の違いや連続性を
相互によく理解し合い④幼稚園教育の成果が小学校
に繋がっていくことが大切であることを学ぶ。

山下　美奈子（金沢市教育委員会主
席指導主事）
石堂　常世（早稲田大学教授）

6時間 平成21年8月7日 50人
平21-
81345-
58192号

山梨県
甲府市

　現代社会に求められる「保育の質」と保育の実
践の課題を、保育目標論、保育計画論、保育カリ
キュラム論、保育評価論に関わらせて明らかにす
る。

阿部　真美子（山梨県立大学人間福
祉学部人間形成学科学部長教授）
加藤　繁美（山梨大学教育人間科学
部幼児教育講座教授）
大宮　勇雄（福島大学人間発達文化
学類人間発達専攻教授）

6時間
平成21年8月3日,
平成21年8月5日,
平成21年8月7日

30人
平21-
81345-
58201号

山梨県
甲府市

　幼児期において大切にしたい「賢さ」について考える。
幼児期の子どもが「賢く」なるとはどういうことか、ど
のような体験を通して、何かを身につけることだと考え
ればよいのか、という問題について、受講者の実践を持
ち寄り、その検討を通して理論的な理解を深めていく。

秋山　麻実（山梨大学教育人間科学
部幼児教育講座准教授） 6時間

平成21年8月5日,
平成21年10月21日,
平成21年11月18日

30人
平21-
81345-
58202号
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講 習 の
開 催 地 講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定

番号

山梨県
石和町

　①現在の子どもが置かれている状況について②保育現場
に於ける対応の仕方について③自分の保育をいかに評価
し、それをどう深めていくかについて④保育の質とは何
か、その質を高めていく方法について。～以上を講義をう
けて、また、参加者同士の討論を通じて、いずれも自らの
問題として理解を深め、実践力をつける講習とする。

平山　許江（文教学院大学教授）
岡　健（大妻女子大学准教授）
青木久子（青木幼児教育研究所所長、青
山学院大学・文京大学大学院非常勤講師）
浅見　均（青山学院女子短期大学准教授）

12時間 平成21年8月3日～
平成21年8月5日 50人

平21-
81345-
58204号

静岡県
静岡市

　幼稚園の現場での保育の質を高めることを目的
に、新しい幼稚園教育要領の内容と保育の場での
実践について学び、自然とふれあい自然を生かし
た教材を利用することについての知識や指導技術
を深める。

柴崎　正行（大妻女子大学教授・大妻女子
大学家政学部児童臨床研究センター所長）
山田　辰美（富士常葉大学環境防災学部准
教授・富士常葉大学附属環境防災学研究所
研究部長）

6時間 平成21年 8月3日 70人
平21-
81345-
58190号

静岡県
静岡市

　幼児は、同年代の幼児と関わり、様々な体験を通して学ん
でいくが、ここでの人間関係の質が問われている。今回の講
習では、新しい幼稚園教育が求めている子どもの育ちについ
て、豊かな人間関係を育むという視点から学ぶ。また幼児の
観察記録、ポートフォリオ、ビデオ記録などから指導との関
連を踏まえて分析・観察し、集団及び一人の発達を理解して、
遊びにおける具体的な環境構成を考える事を学ぶ。

青木　久子（青山学院・文教学院大
学等非常勤講師）
近内　愛子（聖徳大学短期学部保育
科准教授）

6時間 平成21年 8月4日 70人
平21-
81345-
58191号

和歌山県
和歌山市

　①テーマ『保育者の専門性』　「教育は人なり」とよく聞く
言葉である。教師の教育にかける情熱や使命感、指導技術や
力量といった資質は、教育そのものを左右する。この意味で
の専門性が問われる。②テーマ『幼稚園における連携を考
える』　子どもは、幼稚園や学校ばかりではなく、家庭や地
域社会などの教育との関わり合いによって健全に育つのであ
る。しかし、現在では小学校・中学校・高校といったタテの
軸の連続性、家庭・地域といった横の連携がともにその機能
が果たされていないところに教育の大きな課題がある。

安家　周一（大阪教育大学幼児教育
学特講１特別講義講師）
安達　譲（学校法人ひじり学園せん
りひじり幼稚園園長、財団法人全日
本私立幼稚園幼児教育研究機構研究
研修副委員長、元大阪薫英女子大学
非常勤講師）

6時間 平成21年8月25日～
平成21年8月26日 200 人

平21-
81345-
58203号

福岡県
福岡市

本講習は、幼稚園教育に携わる教諭の多様なニーズに応
じた講習、幼稚園教育における専門的な知識や技能の習
得、幼稚園教諭としての資質向上のための意義ある講座
とするため①幼児の発達特性について学び直す②保育を
高めていく記録の在り方などを中心に講義等を行います。

原　孝（成西南学院大学短期大学部
教授）
北野　幸子（福岡県教育大学准教授）

6時間 平成21年 8月22日 100 人
平21-
81345-
58193号




